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は
じ
め
に

新
加
納
は
各
務
原
市
の
西
端
部
に
位
置
し
、
地
区
内
を
名
鉄
各
務
原
線
と
J
R
高
山
本
線
と
が
東
西
に
通
つ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
江
戸
時

弋
こ
は
、
地
区
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
中
山
道
が
東
西
に
通
つ
て
い
て
、
行
き
交
う
人
々
で
賑
わ
つ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
整
備
さ
れ
た
国
道

が
地
区
の
南
(

各
務
原
台
地
の
南
方
下
側
)
を
通
つ
て
い
る
た
め
、
新
加
納
地
内
の
交
通
量
は
少
な
く
な
つ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
趣
が

残
る
家
屋
は
無
く
な
つ
て
い
ま
す
が
、
落
ち
着
い
た
町
の
雰
囲
気
の
中
に
少
林
寺
を
は
じ
め
と
す
る
寺
社
が
建
ち
、
多
く
の
史
跡
.

文
化
財

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

「新
加
納
」
と
い
う
地
名
は
、
中
世
の
荘
園
に
閨
係
し
た
地
名
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
貴
族
や
寺
社
の
領
地
で
あ
つ
た
荘
園
が
次
第
に
そ

の
領
域
を
拡
げ
て
、
公
地
を
割
い
て
新
し
く
荘
園
の
な
つ
た
土
地
を
「加
納
」
と
い
い
ま
し
た
。
そ
の
土
地
に
新
旧
の
別
を
つ
け
て
呼
ん
だ

こ
と
か
ら
、
「新
加
納
」
と
い
う
地
名
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
加
納
地
域
を
含
む
那
加
地
区
は
、_

中
世
鎌
倉
.

室
町
時
代
に
存

在
し
た
！

の
故
地
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
1̂
喜
元
年
(
1
2
2
9
)
 
6
月
の
『平
光
盛
所
領
処
分
状
案
』
と
い
う

史
抖
こ
、
は
じ
め
て
「美
濃
国
弓
削
田
庄
加
納
」
と
出
て
き
ま
す
。
そ
の
後
室
町
時
代
の
史
料
に
も
、
弓
削
荘
加
納
.

弓
削
田
本
庄
并
加
納

な
ど
と
見
ら
れ
ま
す
。
弓
削
田
荘
に
関
す
る
史
料
は
と
て
も
少
な
く
、
荘
園
が
ど
の
よ
う
に
な
つ
て
い
つ
た
の
か
は
わ
か
つ
て
い
ま
せ
ん
。

寺
代
は
移
り
、
近
世
初
頭
の
慶
長
6
年
(
1
6
0
1
)
の
『美
濃
一
国
郷
牒
(

帳
)

』
や
、
元
和
2
年
(
1
6
1
6
)
の
『美
濃
国
村
高

御
領
知
改
帳
』
に
、
坪
内
氏
の
領
地
と
し
て
「各
務
郡
新
加
納
村
」
の
名
が
出
て
き
ま
す
。
こ
こ
に
新
た
に
近
世
の
新
加
納
村
の
歴
史
が
刻

ま
れ
始
め
ま
し
た
。
本
報
告
書
で
は
江
戸
時
代
の
新
加
納
の
様
相
を
、
で
き
る
限
り
史
料
に
基
き
な
が
ら
探
つ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
新

加
納
の
歴
史
が
少
し
で
も
皆
様
方
に
わ
か
つ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
二
十
一
一
年
三
月

各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
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例

言

こ
の
報
告
書
は
新
加
納
地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
、
近
世
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

新
加
納
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
地
区
内
を
通
つ
て
い
た
中
山
道
を
中
心
に
す
る
よ
ぅ
に
し
ま
し
た
。

記
述
に
あ
た
つ
て
は
、
で
き
る
だ
け
平
易
な
文
章
に
な
る
よ
ぅ
に
し
、
読
み
に
く
い
漢
字
に
は
ル
ビ
を
付
け
ま
し
」こ。

和
暦
に
は
西
暦
を
併
記
し
ま
し
た
。

数
字
は
算
用
数
字
を
用
い
ま
し
た
。

本
文
中
に
掲
載
し
た
写
真
•

図
版
に
つ
い
て
は
、
断
り
が
無
い
限
り
は
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
も
の
で
す
。
個
人
所
蔵
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
 

蔵
者
を
明
記
し
ま
し
た
。
ま
た
寺
院
の
項
に
掲
載
し
た
掛
軸
.

古
文
書
等
は
寺
院
所
蔵
の
も
の
で
す
の
で
、
そ
の
所
蔵
者
名
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
」こ。 

本
文
中
の
史
料
名
に
は
『』
を
付
け
ま
し
た
。
『中
山
道
分
間
延
絵
S
に
つ
い
て
は
、
挿
入
写
真
の
キ
ヤ
プ
シ
ヨ
ン
と
し
て
は
所
馨
で
あ
る
東
京
翌
 

博
物
館
の
作
品
名
を
史
料
名
と
し
て
使
い
、
文
章
の
中
で
の
史
料
名
と
し
て
は
『中
山
道
分
間
延
絵
図
』
と
記
述
し
ま
し
た
。

本
文
中
の
引
用
史
料
に
つ
い
て
は
、
史
料
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
使
い
、
読
み
に
く
い
漢
字
に
つ
い
て
は
、
平
易
な
文
字
に
書
き
改
め
ま
し
た
。

B

口
絵
写
真
1
新
加
納
村
絵
図
(

製
作
年
不
明
瑞
眼
寺
所
蔵
)

2
往
還
(

明
治
6
年
新
加
納
広
報
会
文
書
)

3
近
代
の
中
山
道
松
並
木
(

年
月
日
不
明
フ
ジ
タ
ス
タ
ジ
オ
所
蔵
)

4
開
業
時
の
高
山
本
線
那
加
駅
前
(

大
正
9
年
上
方
横
に
通
る
の
が
中
山
道
)
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新
加
納
の
寺
院
と
神
社

近
世
の
新
加
納
の
歴
史
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
現
在
の
新
加
納
地
域
の
寺
院
と
神
社
を
剿
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
よ
 

史
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の
手
が
か
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。f

り
ゆ
う
け
い
ざ
ん
し
ょ
う
り
ん
じ

龍
慶
山
少
林
寺

寺
伝
に
よ
る
と
、
少
林
寺
は
室
町
時
代
の
文
明
年
間
 

(
1
4
6
9
〜
8
7
)
に
、
在
地
の
土
豪
薄
田
氏
が
一
族
の
 

居
宅
を
寄
付
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
 

明
応
8
年
(
1
4
9
9
)
、
薄
田
氏
が
開
基
と
な
り
禅
宗
 

(

臨
済
宗
妙
心
寺
派
)
の
高
僧
東
1
蔽
朝
を
開
山
と
し
、
以
 

後
寺
は
発
展
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
美
 

濃
国
内
で
も
戦
乱
が
続
く
よ
う
に
な
る
と
、
寺
院
も
荒
廃
し
 

て
し
ま
い
ま
し
た
。

関
が
原
の
戦
い
後
、
坪
内
氏
が
知
行
を
安
堵
さ
れ
る
に
伴
 

い
、
寺
院
も
復
興
し
て
き
ま
し
た
。
二
代
家
定
は
少
林
寺
が
 

荒
廃
し
て
い
る
の
を
嘆
き
、
尊
敬
す
る
犬
山
の
瑞
泉
寺
の
高
 

肩
愚
堂
東
宴
に
相
談
し
ま
し
た
。
愚
堂
和
尚
は
一
番
弟
子
の
 

體
道
宜
全
に
少
林
寺
の
再
興
に
尽
力
す
る
よ
う
頼
み
ま
し
た
。 

そ
し
て
正
保
元
年
(
1
6
 

4
 

4
)
坪
内
家
定
を
中
興
開
基
、 

體
道
和
尚
を
中
興
開
山
と
し
て
、
少
林
寺
は
再
興
さ
れ
て
い
つ
 

た
の
で
す
。
體
道
和
尚
の
墓
所
は
、
開
山
東
陽
英
朝
禅
師
の
 

墓
所
と
並
ん
で
建
つ
て
い
ま
す
。

う

i

K-'cや
糾
社
の
歴
史
を
、
新
加
納
の
柄

I

坪
内
家
定
は
少
林
寺
を
坪
内
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
保
護
し
ま
し
た
。
境
内
に
は
坪
内
氏
一
 

族
の
墓
所
が
あ
り
、
昭
和
43年
(
1
9
6
8
)
に
各
務
原
市
指
定
の
史
跡
と
さ
れ
ま
し
た
。 

少
林
寺
は
坪
内
氏
か
ら
の
厚
い
保
護
を
受
け
る
一
方
で
、
村
々
で
疫
病
が
流
行
す
れ
ば
大
般
 

若
経
を
読
経
し
疫
病
退
散
を
祈
祷
し
た
り
し
て
、
当
時
の
信
仰
も
集
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
 

寺
宝
の
親
！T

聖
h
の
御
影
の
開
帳
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
御
影
は
親
鸞
聖
人
の
自
筆
 

と
い
わ
れ
、
坪
内
氏
か
ら
少
林
寺
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
す
。
御
影
の
開
帳
の
際
に
は
坪
内

氏
一
族
が
袴
姿
で
参
拝
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
郷
近
在
の
村
々
か
ら
大
勢
の
人
々
が
参

拝
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
上
、
芝
居
小
屋
や
見
世
物
小
屋
ま
で
出
て
、
た
い
そ
ぅ
な
賑

わ
い
を
呈
し
た
と
い
ぅ
こ
と
で
す
。

坪
内
氏
は
御
影
の
開
帳
を
折
に
触

れ
行
つ
た
ら
し
く
、
坪
内
氏
の
11

代
定
益
は
、
近
代
に
至
っ
て
も
明

治
32年
(
1
8
 

9
 

9
)
に
開
帳
を

行
い
ま
し
た
。

少
林
寺
は
新
加
納
の
寺
院
で
は
、

中
心
的
存
在
の
寺
院
で
す
。
ま
た
、

各
務
原
市
民
に
も
、
よ
く
知
ら
れ

た
寺
院
で
す
。
少
林
寺
に
は
開
山

東
陽
英
朝
禅
師
の
直
筆
の
公
案
や

辞
世
の
偈
、
坪
内
高
国
が
著
し
た
と
い
う
坪
内
氏
-

統
の
系
図
等
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
貴
重
な

文
化
財
で
あ
る
と
共
に
、
各
務
原
市
の
歴
史
を
考
察
す
る
上
で
の
貴
重
な
資
料
で
す
。

た
い
ず
い
ざ
ん
ほ
う
こ
う
じ

泰
瑞
山
法
光
寺

法
光
寺
は
新
加
納
の
東
寄
り
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
こ
こ
に
は
浄
土
宗
の
寺
院
が
あ
り
ま
し
た
が
、

戦
国
時
代
に
荒
廃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
り
貞
亨
3
年
(
1
6
8
6
)
 
8
月
、
少
林
寺
三g

の
瑞
數sik,

和
尚
が
、
少
林
寺
か
ら
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
人
和
尚
を
開
山
、
坪
内
氏
四
代
定
長

0



を
開
基
と
し
て
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
法
光
寺
が
再
興
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
少
林
寺
屮
興
の
m
體
道
和
尚
か
ら
屋
天
和
尚
に
贈
ら
れ
た
、
「屋
天
」
と
い
ぅ
直
筆
の
 

掛
軸
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
一
時
寺
勢
は
衰
退
し
ま
し
た
が
、
住
職
ら
の
努
力
に
よ
り
幕
末
に
は
再
び
立
派
な
寺
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
明
治
24年
10月
28日
に
起
こ
つ
た
濃
尾
地
 

震
に
よ
り
、
寺
は
半
壊
の
被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

法
光
寺
の
門
前
に
は
、
地
蔵
堂
と
観
音
堂
が
あ
り
ま
す
。
文
化
3
年
(
1
8
0
6
)
完
成
の
『中
山
道
分
間
延
絵
図
』
に
も
、
門
前
に
「地
蔵
堂
」
が
書
か
れ
て
い
 

ま
す
。
祠
は
勿
論
後
世
に
建
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
地
蔵
は
明
和
9
年
(
1
7
7
2
)

11月
の
銘
が
あ
り
、
蘇
原
の
持
田
村
か
ら
新
加
納
村
に
移
り
住
ん
だ
先
祖
 

の
供
養
の
た
め
に
、
持
田
村
の
人
々
が
建
立
し
た
と
い
ぅ
こ
と
で
す
。
毎
年
8
月
24日
に
は
、
地
蔵
盆
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
観
音
堂
に
は
、
文
化
元
年
5

 

月
の
銘
の
あ
る
如
意
輪
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

境
内
の
南
側
に
は
、
自
然
石
で
で
き
た
歴
代
住
職
の
墓
所
が
あ
り
ま
す
。
一
番
南
に
あ
る
の
が
、
屋
 

天
和
尚
の
墓
所
で
す
。
『本
国
加
州
冨
樫
庶
流
坪
内
一
統
系
図
並
由
緒
』
の
屋
天
和
尚
の
項
に
、
「門
前
 

巽
ノ
方
十
間
余
石
碑
在
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
世
住
職
の
舜
州
宗
育
和
尚
(

俗
名
佐
藤
宗
育
)
は
、

明
治
時
代
初
期
に
自
ら
師
匠
と
な
り
10〜
20人
位
の
子
弟
に
、
教
え
を
授
け
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
 

寺
子
屋
で
す
。
明
治
5
年
(
1
8
7
2
)
 
8
月
に
学
制
が
発
布
さ
れ
学
校
教
育
が
始
ま
る
ま
で
、
寺
子
 

屋
は
庶
民
に
と
つ
て
大
切
な
教
育
機
関
で
し
た
。
明
治
6
年
4
月
、
長
塚
•

新
加
納
.

岩
地
•

山
後
.

桐
野
•

西
市
場
•

前
野
の
7
か
村
は
、
長
塚
村
の
大
願
寺
本
堂
を
借
り
受
け
て
仮
学
舎
と
し
て
、

「洗
心
舎
」
と
い
う
小
学
校
を
開
設
し
ま
し
た
。
明
治
7
年
に
は
、
学
舎
が
手
狭
に
な
り
、
新
加
納
学
 

校
が
分
立
し
ま
し
た
。
新
加
納
学
校
は
明
治
15年
に
長
新
学
校
が
設
立
さ
れ
統
合
さ
れ
る
ま
で
、
こ
こ
 

法
光
寺
を
教
場
に
し
て
授
業
を
行
つ
て
い
ま
し
た
。
佐
藤
宗
育
氏
も
教
員
の
一
員
と
し
て
、
活
躍
し
た
 

と
い
う
こ
と
で
す
。
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ぐ
う
こ
う
さ
ん
ぜ
ん
き
ゆ
う
じ

遇
光
山
善
休
寺i

善
休
寺
は
少
林
寺
と
隣
接
す
る
寺
院
で
す
が
、
新
加
納
で
は
唯
一
の
浄
土
真
宗
(

大
谷
派
)

 

の
寺
院
で
す
。
も
と
は
天
台
宗
の
光
暁
坊
と
い
う
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
寺
伝
に
よ
る
と
、
鎌
 

倉
時
代
の
貞
永
元
年
(
1
2
3
2
)
に
親
鸞
が
木
瀬
(

現
在
の
岐
南
町
三
宅
木
瀬
)
に
滞
在

し
て
い
た
時
、
光
暁
坊
5
代
目
の
念
願
が
親
鸞
に
会
い
、
感
化
を
受
け
浄
土
真
宗
に
改
宗
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
後
慶
長
年
間
(
1
5
9
6

〜
1
6
1
5
)
本
願
寺
12世
教
如
が
、

新
加
納
御
坊
を
建
立
し
ま
し
た
。
現
在
の
本
堂
の
裏
手
、
少
林
寺
の
隣
で
す
。
慶
長
の
末
年

に
御
坊
は
岐
阜
へ
移
転
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
光
暁
坊
は
善
休
寺
と
改
名
し
、
今
に
至
っ
て

い
ま
す
。

善
休
寺
の
門
や
本
堂
の
屋
根
瓦
に
は
、
葵
の
紋
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
第
何
代
目
に
あ
た

る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
尾
張
徳
川
家
の
殿
様
が
各
務
野
に
狩
り
に
来
た
折
こ
こ
が
休

泊
所
と
な
り
、
葵
の
紋
を
許
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
葵
の
紋
入
り
の
提
灯
箱
も
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
以
前
、
織
田
信
長
が
各
務
野
に
や
っ
て
き
た
折
に
も
、
こ
こ
に
休
泊
し

た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京
都
の
尼
門
跡
本
光
院
か
ら
も
帰
依
が
厚
く
、
本
尊
宮

殿
や
菊
花
紋
入
り
の
品
物
、
三
本
筋
の
入
っ
た
筋
塀
の
寄
付
を
受
け
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、

善
休
寺
は
武
家
か
ら
も
宮
家
か
ら
も
尊
崇
と
保
護
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

善
休
寺
の
本
堂
は
、
昔
は
藁
葺
の
屋
根
で
し
た
が
、
新
加
納
村
の
村
人
か
ら
の
寄
付
を
得

て
、
瓦
葺
の
屋
根
に
建
て
替
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
藁
葺
の
本
堂
は
明
治
24年
(
1
8
9
1
)

の
濃
尾
地
震
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
ず
、
倒
壊
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
時
の
27代
住

職
の
得
成
法
師
が
倒
壊
し
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
り
、
大
垣
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
の

本
堂
は
、
大
正
11年
(
1
9
2
2
)
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
堂
に
は
、
中
央
に
本
尊
阿
弥
陀
如
来
、
そ
の
右
に
親
鸞
聖
人
画
像
、
左
に
蓮
如
上
人
画

像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀
三
尊
像
と
、
さ
ら
に
そ
の
右
に
は
中
央
に
本
尊
阿
弥
陀
如
来
、

そ
の
右
に
七
高
僧
画
像
左
に
聖
徳
太
子
画
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
阿
弥
陀H

尊
像
と
が
あ
り

ま
す
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
が
こ
体
あ
る
と
い
う
珍
し
い
形
を
と
つ
て
い
ま
す
。
ま
た
昔
か
ら

あ
る
庭
木
や
石
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
鶴
亀
の
築
山
の
あ
る
庭
園
も
あ
り
ま
す
。
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玉
鳳
山
瑞
眼
寺

瑞
眼
寺
は
、
も
と
極
楽
寺
と
い
う
臨
済
宗
の
寺
で
し
た
が
檀
家
も
無
く
、
江

戸
時
代
の
中
頃
に
は
、
す
っ
か
り
荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
享
保
U3

年
(
1
7
 

2
 

8
)
江
戸
か
ら
西
国
へ
向
か
う
途
中
新
加
納
を
通
っ
た
禅
僧
晦
堂

玄
隆
は
、
極
楽
寺
の
荒
廃
を
嘆
き
、
新
加
納
村
の
領
主
坪
内
氏
に
寺
の
再
興
を

願
い
出
ま
し
た
。
そ
し
て
新
加
納
陣
屋
の
杉
山
勘
助
と
相
談
し
、
寺
の
再
建
が

決
ま
り
ま
し
た
。
晦
堂
和
尚
を
開
山
、
旗
本
坪
内
氏
の
6
代
目
坪
内
定
堅
を
開

基
、
晦
堂
和
尚
の
師
盤
珪
永
琢
を
勧
請
開
山
と
し
て
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺

院
と
し
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
翌
享
保
14年
に
、
寺
号
を
玉
鳳
山
瑞
眼
寺
と
改

め
ま
し
た
。

IUA
人

n
l
ti

^
 

A

坪
内
定
堅
は
出
家
し
て
道
雪
と
号
 

し
、
瑞
眼
寺
に
厚
く
帰
依
し
ま
し
た
。 

洞
築
•

円
の
5
町
余
の
土
地
を
瑞
眼
 

寺
に
寄
進
し
た
り
、
千
手
観
音
像
を
 

寄
進
し
ま
し
た
。
定
堅
の
息
子
の
7

 

代
定
孝
は
宝
暦
13年
(
1
7
6
3
)

 

1
月
に
禁
制
を
出
し
、
瑞
眼
寺
の
境
 

内
地
を
保
護
し
ま
し
た
。
定
堅
が
寄
 

進
し
た
土
地
の
あ
る
洞
築
と
は
、
新

加
納
に
残
る
地
名
で
す
。
な
ぜ
洞
築

と
い
ぅ
の
か
は
不
明
で
す
が
、
妙
心

寺
か
ら
瑞
眼
寺
に
出
さ
れ
た
文
書
に

も
、
「新
加
納
村
洞
築
林
玉
鳳
山
瑞

眼
寺
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
境
内
の
一
角
に
、
一
つ
の
石

碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
第
7
代

住
職
の
珪
輪
亘
禄
の
報
恩

塔
で
す
。
珪
輪
和
尚
は
瑞

眼
寺
で
明
治
時
代
に
寺
子

屋
を
開
い
て
い
て
、
30人

ほ
ど
の
寺
子
に
読
み
書
き

を
教
え
て
い
ま
し
た
。
和

尚
を
慕
っ
て
新
加
納
村
や

隣
の
長
塚
村
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、
三
柿
野
村
や
高

田
村
の
方
か
ら
も
、
人
々

が
集
ま
っ
て
き
た
と
い
ぅ

こ
と
で
す
。
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東
光
寺

東
光
寺
も
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
で
す
。
も
と
把
大
街
村
の
北
に
ぁ
っ
た
寺
の
境
内
に
、 

江
戸
時
代
の
享
保
3
年
(
1
7
1
8
)
厚
見
郡
上
加
納
瑞
徴
庵
の
徒
弟
徳
雲
が
、
旗
本
坪
内
氏
の
 

5
代
目
の
坪
内
定
重
に
願
い
出
て
、
一
宇
を
建
立
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
 

後
、
新
加
納
に
移
り
ま
し
た
。

明
治
2
年
(
1
8
6
9
)
に
新
加
納
村
の
明
細
を
記
録
し
た
史
料
で
は
、
東
西
62間
半
南
北
33 

間
と
、
東
西
に
長
い
境
内
を
持
つ
寺
で
し
た
。
そ
の
後
明
治
25年
に
、
武
儀
郡
宇
多
院
(

現
在
の
 

関
市
武
芸
川
町
宇
多
院
)
に
移
転
し
ま
し
た
。

東
光
寺
の
跡
地
は
畑
地
や
人
家
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
「東
光
寺
」
と
い
ぅ
小
字
 

名
が
残
っ
て
い
て
、
か
つ
て
こ
こ
に
東
光
寺
と
い
ぅ
寺
院
が
ぁ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

新
加
納
の
神
社

近
世
の
新
加
納
村
に
は
、
神
社
が
三
か
所
あ
り
ま
し
た
。
明
治
2
年
(
1
8
6
9
)
の
新
加
納
村
の
記
録
に
よ
る
と
、
山
王
大
権
現
、
秋
葉
山
大
権
現
、
神
明
宮
の

三
か
所
が
あ
り
ま
し
た
。

山
王
(

大
)
権
現
は
、
滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る
日
吉
(

ひ
え
)
大
社
の
別
称
で
す
。
こ
の
名
の
神
社
は
日
本
各
地
に
あ
り
、
オ
オ
ヤ
マ
ク
イ
ノ
カ
ミ
(

大
山
咋
神
)

を
主
神
と
す
る
古
い
山
岳
信
仰
に
、
そ
の
源
を
発
し
て
い
ま
す
。
オ
オ
ヤ
マ
ク
イ
ノ
カ
ミ
は
神
代
か
ら
比
數
山
に
鎮
座
し
て
い
た
地
主
神
で
、
平
安
時
代
に
最
澄
が
比

叡
山
延
暦
寺
を
建
立
す
る
と
、
天
台
宗
の
護

法
神
と
し
て
祀
ら
れ
ま
し
た
。
後
に
天
台
宗

が
全
国
に
広
ま
つ
て
く
る
と
、
そ
れ
に
併
せ

て
天
台
宗
の
守
護
神
で
あ
る
山
王
権
現
を
祀

る
天
王
社
が
、
各
地
に
建
て
ら
れ
る
よ
ぅ
に

な
り
ま
し
た
。
新
加
納
村
の
山
王
大
権
現
の

境
内
は
東
西
68間
南
北
56間
あ
り
、
少
林
寺

に
は
及
び
ま
せ
ん
が
新
加
納
で
は
2
番
目
に

境
内
が
広
か
っ
た
瑞
眼
寺
よ
り
も
や
や
広
い

境
内
地
で
し
た
。

秋
葉
山
大
権
現
は
、
現
在
の
静
岡
県
浜
松

市
の
秋
葉
山
に
あ
る
神
社
で
、
祭
神
は
ヒ
ノ

カ
グ
ツ
チ
ノ
カ
ミ
(

火
之
迦
具
土
神
)
と
い

い
ま
す
。
古
く
か
ら
防
火
の
神
と
し
て
、
貴

族
か
ら
庶
民
ま
で
多
く
の
人
々
の
信
仰
を
集

め
て
い
ま
し
た
。
室
町
時
代
か
ら
は
山
伏
が

秋
葉
山
を
鎮
火
•

防
火
の
神
と
し
て
宣
伝
し
、

江
戸
時
代
に
は
盛
ん
に
「秋
葉
講
」
を
組
ん

で
秋
葉
山
に
参
詣
す
る
よ
ぅ
に
な
り
ま
し
た
。

秋
槃
講
は
東
海
•

関
東
地
方
を
は
じ
め
各
地

に
広
が
り
、
現
在
で
も
広
い
地
域
で
見
ら
れ
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ま
す
。
秋
葉
大
権
現
は
『中
山
道
分
間
延
絵
図
』
に
は
「秋
葉
」
と
し
て
、
中
山
道
 

が
ヵ
ギ
の
手
に
曲
が
る
辺
り
の
高
札
場
の
近
く
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

山
王
大
権
現
や
秋
葉
山
大
権
現
が
、
新
加
納
村
の
中
に
い
つ
頃
か
ら
存
在
し
て
い
 

た
の
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
各
地
を
廻
る
山
伏
や
巡
礼
者
達
は
、
江
戸
時
 

代
の
は
る
か
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
ま
し
た
し
、
全
国
各
地
を
廻
り
な
が
ら
説
教
や
 

加
持
祈
祷
•

布
教
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
人
々
の
中
に
、
山
王
大
権
現
 

や
秋
葉
山
大
権
現
の
修
験
者
が
い
て
、
新
加
納
村
の
中
に
も
神
々
を
祀
る
と
こ
ろ
が
 

作
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

神
明
宮
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
瑞
眼
寺
所
蔵
文
 

書
の
中
に
は
「当
寺
鎮
守
神
明
宮
」
或
い
は
「新
加
納
村
洞
築
林
惣
社
神
明
宮
社
」 

と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
る
と
、
洞
築
林
の
瑞
眼
寺
と
神
 

明
宮
と
は
境
内
が
隣
接
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
今
で
は
そ
の
跡
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

現
在
の
新
加
納
で
は
、
神
社
は
日
吉
神
社
一
か
所
が
あ
る
の
み
で
す
。
日
吉
神
社
 

の
境
内
に
は
、
オ
オ
ヤ
マ
ク
イ
ノ
カ
ミ
(

大
山
咋
神
)
の
拝
殿
に
向
か
っ
て
左
側
に
 

鳥
居
の
連
な
る
稲
荷
神
社
、
右
側
に
秋
葉
神
社
が
あ
り
ま
す
。
秋
葉
神
社
の
社
殿
の
 

前
に
は
、
「秋
葉
山
」
と
刻
ま
れ
た
常
夜
燈
が
2
基
建
っ
て
い
ま
す
。
社
殿
に
向
か
っ
て
右
側
が
天
保
8
年
(
1
8
3
7
)
 
8
月
、
左
側
が
天
保
14年
8
月
の
も
の
で
 

す
。
新
加
納
広
報
会
文
書
の
な
か
に
、
『秋
葉
神
社
社
殿
設
計
図
』
と
い
う
図
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
設
計
図
の
作
成
さ
れ
た
年
月
は
不
明
で
す
が
、
お
そ
ら
く
、
現
 

在
日
吉
神
社
の
中
に
祀
ら
れ
て
い
る
秋
葉
神
社
の
社
殿
設
計
図
で
し
よ
う
。
近
代
に
な
っ
て
か
ら
、
新
加
納
村
内
に
新
し
い
秋
葉
神
社
の
社
殿
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
社
殿
は
地
震
や
台
風
の
被
害
に
遭
い
、
そ
の
修
復
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
稲
荷
神
社
の
奥
の
草
地
の
中
に
、
一
つ
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。 

神
明
神
社
の
旧
蹟
碑
で
す
。
神
明
神
社
は
か
つ
て
は
那
加
宮
浦
町
地
内
に
あ
り
ま
し
た
が
、
大
正
4
年
(
1
9
1
5
)
に
日
吉
神
社
に
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
人
々
 

が
そ
れ
を
慕
っ
て
跡
地
に
石
碑
を
建
て
ま
し
た
。
そ
れ
が
そ
の
後
、
現
在
地
に
移
さ
れ
た
の
で
す
。

明
治
時
代
以
後
国
家
神
道
の
下
で
、
そ
れ
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
た
村
人
の
信
仰
や
習
慣
と
は
全
く
別
の
と
こ
ろ
で
、
神
社
の
格
付
や
統
廃
合
が
進
み
、
神
社
の
名
 

が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
各
務
原
市
域
で
も
そ
う
し
た
動
き
が
あ
り
、
新
加
納
村
の
神
社
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
推
測
で
き
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
山
 

王
と
呼
ば
れ
て
い
た
神
社
が
日
吉
神
社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
秋
葉
山
の
社
殿
が
移
動
さ
せ
ら
れ
、
神
明
宮
は
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。

日
吉
神
社
の
境
内
に
は
、
昭
和
46年
(
1
9
7
1
)
ま
で
池
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
ひ
き
蛙
が
い
て
、
村
人
た
ち
に
い
た
ず
ら
を
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
 

り
ま
す
。
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
は
初
午
の
と
き
に
蛙
祭
り
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
昭
和
14年
に
参
道
の
両
側
に
「こ
ま
が
え
る
」 

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
4
月
の
第
1
日
曜
日
に
、
新
加
納
地
区
の
人
々
に
よ
り
「げ
え
ろ
祭
り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
は
、
新
し
い
形
で
祭
礼
が
執
り
 

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

近
世
の
新
加
納

争
新
加
納
と
旗
本
坪
内
氏

新
加
納
村
は
各
務
原
台
地
の
西
端
に
位
置
し
、
台
地
の
下
に
は
木
曽
川
の
氾
濫
原
が
広
が
つ
て
い

ま
す
。
天
正
年
間
(
1
5
7
3
〜
1
5
9
2
)
に
現
在
の
流
路
に
な
る
以
前
は
、
木
曾
川
は
境
川
筋

を
流
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

正
徳
元
年
(
1
7
1
1
)
頃
に
発
行
さ
れ
た
『中
仙
木
曽
道
中
記
』
に
は
、
各
務
原
市
域
の
中
山

道
の
解
説
と
し
て
、
新
加
納
合
戦
の
こ
と
と
、
新
加
納
村
が
旗
本
坪
内
氏
の
知
行
地
で
あ
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
も
後
期
の
文
化
2
年
(
1
8
0
5
)
に
成
立
し
た
『木
曽
路

名
所
図
会
』
で
も
、
新
加
納
に
つ
い
て
は
慶
長
5
年
(
1
6
0
0
)
に
合
戦
が
あ
つ
た
所
と
記
し
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
道
中
記
な
ど
を
発
行
す
る
人
々
に
と
つ
て
、
新
加
納
村
は
「徳
川
氏
に
勝
利

を
も
た
ら
す
き
つ
か
け
と
な
つ
た
新
加
納
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
所
」
「旗
本
坪
内
氏
の
知
行
地
」

と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
ぅ
で
す
。

i

合
戦
と

方
の
池
既
踝
耽
軍
と
が
、
現
在
の
新
加
納
か
ら
川
島
、
笠
松
町
に
か
け
て
の
地
域
で
繰
り
ひ
ろ
げ
た

戦
い
の
こ
と
で
す
。
各
務
原
台
地
の
下
に
広
が
る
沖
積
平
野
が
、
合
戦
場
に
な
り
ま
し
た
。

『新
撰
美
濃
志
』
に
よ
る
と
、
大
野
村
と
の
境
付
近
が
戦
場
に
な
つ
た
と
い
ぅ
こ
と
で
す
。
結
果
は
池
田
輝
政
軍
が
勝
利
し
、
岐
阜
城
は
落
城
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
い

は
、
9
月
に
行
わ
れ
た
関
が
原
の
戦
い
の
前
哨
戦
と
な
り
、
関
が
原
の
戦
い
で
は
東
軍
の
徳
川
家
康
方
が
勝
利
し
ま
し
た
。
当
時
、
羽
栗
郡
松
倉
郷
に
本
拠
地
を
置
い

て
い
た
坪
内
氏
は
、
徳
川
家
康
に
鉄
砲
を
以
つ
て
仕
え
て
い
ま
し
た
。
関
が
原
の
戦
い
で
功
を
上
げ
た
坪
内
氏
は
、
翌
慶
長
6
年
に
父
子
5
名
連
名
で
、
松
倉
郷
周
辺

の
各
務
•

羽
栗
郡
内
に
知
行
地
を
安
堵
さ
れ
ま
し
た
(

19か
村
、
6
5
3
3
石
。
後
5
0
0
石
加
増
)

。

こ
の
時
の
5
名
と
は
、
坪
内
利
定
と
長
男
家
定
.

次
男
定
安
.

：•
刃
•止
定
•

四
男
安
定
の
こ
と
で
す
。
長
男
の
惣
兵
衛
家
定
が
家
督
を
継
ぎ
、
旗
本
と
し
て
江
戸
に

屋
敷
を
構
え
幕
府
に
出
仕
し
ま
し
た
。
次
男
嘉
兵
衛
定
安
は
h

llfii渡
村
に
知
行
地
を
与
え
ら
れ
、
村
内
に
屋
敷
を
構
え
ま
し
た
(

前
渡
坪
内
氏
)

。
.

：男
佐
左
衛
門
正

定
は
平
島
村
及
び
上
下
前
渡
村
の
•

部
を
知
fr地
と
し
、
¥-島
村
に
居
住
し
ま
し
た
(

平
島
坪
内
氏
)

。
四
男
太
郎
兵
衛
安
定
は
二
井
•

上
戸
•

中
野
の
3
か
村
内
に

1
5
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知
行
地
を
与
え
ら
れ
、
：一
井
村
に
居
住
し
ま
し
た
-,•
井
坪
内
氏
)

。
利
定
•

家
定
に
連
な
る
坪
内
宗
家
の
知
行
地
は
、
新
 

加
納
.

長
塚
•

大
野
•

松
倉
•

小
佐
野
村
等
で
す
。
利
定
は
新
加
納
村
に
陣
屋
を
設
け
、
知
行
所
支
配
を
行
い
ま
し
た
。
ま
 

た
前
渡
.

：一
井
•

平
島
の
一
■

内
分
分
家
の
統
括
も
、
新
加
納
陣
屋
を
通
じ
て
行
い
ま
し
た
。
：-
知
行
地
へ
の
公
儀
御
触
等
は
 

新
加
納
陣
屋
が
一
括
し
て
触
流
し
ま
し
た
。
内
分
分
家
で
は
、
家
督
•

婚
姻
願
い
や
宗
旨
手
形
を
宗
家
宛
に
提
出
し
た
り
、 

宗
家
の
旗
本
軍
役
の
分
担
金
も
徴
収
さ
れ
ま
し
た
。
公
的
な
諸
願
達
は
;;I
家
連
名
か
、
他
の
•

一
家
の
添
え
状
を
も
っ
て
行
う
 

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
新
加
納
と
江
戸
と
の
連
絡
も
当
番
制
で
勤
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
前
渡
坪
内
氏
の
御
用
部
屋
記
 

録
に
は
、
新
加
納
陣
屋
と
内
分
分
家
が
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
、
内
分
分
家
か
ら
新
加
納
陣
屋
へ
出
か
け
て
ゆ
く
様
子
が
窺
え
 

ま
す
。

旗
本
坪
内
氏
は
、
2
代
家
定
が
少
林
寺
の
復
興
に
尽
力
し
た
ほ
か
、
4
代
定
長
が
法
光
寺
、
5
代
定
重
が
東
光
寺
、
6
代
 

定
堅
が
瑞
眼
寺
の
開
基
と
な
る
な
ど
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
寺
院
を
保
護
し
ま
し
た
。
坪
内
氏
の
新
加
納
陣
屋
を
中
心
に
、 

少
林
寺
は
隣
接
し
、
東
の
方
角
に
法
光
寺
、
南
に
東
光
寺
、
北
に
瑞
眼
寺
、
と
い
う
配
置
に
も
見
え
ま
す
(

西
側
は
各
務
原
 

台
地
の
崖
と
な
る
)

。
こ
の
陣
屋
を
中
心
と
し
た
寺
院
の
配
置
を
見
て
、
新
加
納
村
は
あ
た
か
も
旗
本
坪
内
氏
の
「小
城
下
 

町
」
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

新
加
納
村
は
、
各
務
原
台
地
の
西
端
部
に
あ
り
ま
す
。
中
山
道
は
村
の
中
央
の
や
や
北
側
を
通
っ
て
い
ま
す
。
中
山
道
は
 

西
に
向
か
っ
て
坂
を
下
り
、
村
境
に
流
れ
る
境
川
を
越
え
る
と
、
厚
見
郡
高
田
村
で
す
。
新
加
納
村
は
、
そ
の
立
地
か
ら
軍
 

事
的
要
地
で
し
た
。
坪
内
氏
は
そ
こ
に
陣
屋
を
置
い
た
の
で
す
。
坪
内
氏
一
族
の
知
行
地
は
、
こ
こ
か
ら
木
曽
川
沿
い
の
平
 

地
(

現
在
の
稲
羽
地
区
•

川
島
地
区
)
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。
1

方
隣
村
の
長
塚
村
に
は
、1

八
か
村
(

長
塚
.

新
 

加
納
•

山
後
•

西
市
場
•

前
野
•

桐
野
.

北
洞
•

岩
地
村
)
の
総
鎮
守
序
'*雄
神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
各
務
原
市
の
ほ
 

ぼ
中
央
部
を
占
め
る
広
大
な
各
務
野
の
西
半
分
は
、
更
木
郷
八
か
村

Ai.
^f野
と
呼
ば
れ
、
織
田
信
長
が
1
3
0
0
町
歩
の
土
 

地
を
郷
社
手
力
雄
神
社
に
寄
進
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
加
納
村
の
東
隣
に
は
そ
の
更
木
郷
八
か
村
 

入
会
地
が
広
が
り
、
管
理
は
西
市
場
村
の
赤
座
氏
が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
坪
内
氏
が
手
力
雄
神
社
の
鎮
座
す
る
長
塚
村
を
 

も
知
行
地
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
更
木
郷
八
か
村
の
一
員
と
し
て
広
大
な
野
の
管
理
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
 

り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
新
加
納
村

江
戸
時
代
の
新
加
納
村
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
は
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
残
つ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
明
治
時
代
の
初
め
に
調
査
さ
れ
た
資
料
か
ら
、
江
戸
時
弋

の
村
の
様
子
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
新
加
納
村
の
庄
屋
•

年
寄
•

百
姓
代
が
一
-

一名 

連
名
で
、
笠
松
県
役
所
に
新
加
納
村
の
現
況
を
書
上
、
差
出
し
た
文
書
で
す
。
明
治
初
年
の
記
 

録
で
す
か
ら
、
近
世
の
新
加
納
村
の
様
子
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

明
治
2
年
(
1
8
6
9
)
 
7
月
に
笠
松
県
役
所
宛
て
に
出
さ
れ
た
、
『坪
内
飛
騨
知
行
所
美
 

濃
国
各
務
郡
新
加
納
村
差
出
明
細
帳
』
(

以
下
『村
明
細
帳
』
と
略
す
)
と
い
う
史
料
が
あ
り
 

ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
書
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
こ
の
坪
内
飛
騨
と
は
、
11代
目
の
坪
内
定
益
の
こ
と
で
す
。
村
の
規
模
は
石
高
8
0
5

石
5
斗
3
升
、
家
数
1
4
1
軒
、
人
数
は
男
2
1
9
人
女
3
1
9
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
馬
が

10疋
い
て
牛
は
い
ま
せ
ん
。
秣
場
小
物
成
と
し
て
1
石
7
斗
4
升
6
合
あ
り
ま
し
た
。
秣
場
と

は
田
畑
の
肥
料
に
す
る
た
め
の
草
刈
場
の
こ
と
で
、
小
物
成
と
は
そ
れ
に
掛
か
る
税
の
こ
と
で

す
。
新
加
納
村
で
は
、
こ
の
株
場
を
東
隣
の
各
務
野
に
あ
る
八
か
村
入
会
地
に
置
い
て
い
ま
し

た
。
郷
倉
が
一
か
所
、
高
札
場
が
一
か
所
あ
り
ま
し
た
。
農
業
以
外
に
は
こ
れ
と
い
っ
てnn

立
っ

た
産
業
の
な
い
村
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
天
保
14年
(
1
8
4
3
)
の
『中
山
道
宿
村
大
既
帳
』

に
も
、
新
加
納
村
の
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
田
よ
り
畑
の
ほ
う
が
多
く
、
五
穀
以
外
に

時
々
の
野
菜
を
作
っ
て
い
て
、
農
業
の
ほ
か
に
は
男
は
秣
場
で
働
き
女
は
綿
延
べ
仕
事
も
し
て

い
ま
す
。
二
つ
の
史
料
の
記
述
内
容
に
、
殆
ど
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
内
に
は
寺
院
が
五
か

寺
、
神
社
が
三
か
所
あ
り
ま
し
た
。
寺
院
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
少
林
寺
•

法
光
寺
.

東
光
寺
.

瑞
眼
寺
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
善
休
寺
の
五
か
寺
で
す
。
神
社
は
山
王
大
権
現
•

秋
葉
山
大
権

現
.

神
明
宮
の
三
か
所
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
3
年
(
1
8
0
6
)
に
完
成
し
た
『中
山
道
分
間
延
絵
図
』
の
新
加
納
村
を
見
る
と
、

大
き
く
ほ
ぼ
直
角
に
曲
が
る
中
山
道
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
•

里
塚
と
そ
の
横
に
立
場
が
書
か

れ
、
高
札
場
や
少
林
寺
ほ
か
三
寺
院
、
山
王
神
社
や
秋
葉
神
社
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
細
い
野

道
や
村
道
も
描
か
れ
、
街
道
沿
い
に
人
家
が
無
く
な
る
と
、
並
木
や
野
が
続
い
て
い
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
瑞
眼
寺
所
蔵
の
新
加
納
村
の
絵
図
(

口
絵
1
作
成
年
不
明
、
幕
末
頃
に

描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
)
に
は
、
地
目
が
色
分
け
さ
れ
、
坪
内
陣
屋
や
寺
院
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
中
山
道
や
松
並
木
.

野
道
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
村
落
内
の
道
は
、
現
在
で
も
昔
の
ま
ま

殆
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
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中
山
道
と
新
加
納

屮
山
道
は
江
H

時
代
の
F
:

装
街
道
で
あ
る
「パ
街
道
の
•

つ
で
、
淑
海
道
と
と
も
に
江
F
と
京
坂
と
を
結
ぶ
 

重
要
な
交
通
路
で
し
た
。
幕
府
の
道
中
奉
行
の
直
轄
r
に
置
か
れ
、
道
中
奉
行
は
、
宿
場
の
伝
馬
•

旅
宿
•

飛
脚
.

 

道
路
そ
の
他
、
道
中
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て
を
肩
掘
し
て
い
ま
し
た
。
中
山
道
は
、
上
野
.

信
濃
•

越
後
•

越
中
.

 

加
賀
国
等
の
30余
の
大
名
の
参
勤
交
代
•

日
光
抓
幣
使
の
下
向
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
徳
川
将
軍
家
の
夫
人
 

と
な
る
た
め
の
皇
族
や
貴
族
の
女
性
の
下
向
に
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
姫
宮
の
通
行
と
も
い
わ
れ
、
享
保
 

16年
(
1
7
3
1
)
 
4
月
の
比
宮
の
通
行
に
始
ま
り
、
文
久
元
年
(
1
8
6
1
)

10月
の
和
宮
の
通
行
ま
で
、
7

 

人
の
姫
宮
の
通
行
が
あ
り
ま
し
た
。
幕
府
に
よ
る
街
道
の
整
備
や
宿
駅
機
能
の
整
備
な
ど
に
伴
い
、
公
家
•

武
家
 

ば
か
り
で
な
く
、
次
第
に
庶
民
の
通
行
も
盛
ん
に
な
つ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

一
般
に
江
戸
時
代
は
、
庶
民
が
自
由
に
物
見
遊
山
の
旅
に
出
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
「五
穀
豊
 

穣
」
「不
老
長
寿
」
「商
売
繁
盛
」
等
を
願
う
寺
社
参
詣
の
旅
は
、
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
中
山
道
で
も
、 

東
へ
は
信
濃
の
善
光
寺
•

上
野
の
妙
義
山
や
榛
名
山
、
中
山
道
を
経
て
日
光
参
詣
の
旅
、
西
へ
は
近
江
の
多
賀
大
 

社
や
京
都
•

奈
良
の
寺
社
参
詣
さ
ら
に
四
国
の
金
毘
羅
山
や
八
十
八
か
所
巡
拝
の
旅
等
と
、
次
第
に
行
き
交
う
人
々
 

が
増
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
地
の
景
勝
地
や
名
物
等
を
紹
介
す
る
紀
行
文
も
出
さ
れ
る
よ
う
 

に
な
つ
て
き
ま
し
た
。

東
の
鵜
沼
宿
方
面
か
ら
来
た
中
山
道
は
、
新
加
納
村
中
を
通
り
、
坂
を
下
り
境
川
を
越
え
、
厚
見
郡
高
田
村
へ
 

と
入
り
、
切
通
村
.

川
手
村
を
経
て
、
加
納
宿
へ
と
続
き
ま
す
。
正
徳
元
年
(
1
7
1
1
)
頃
と
い
い
ま
す
か
ら
、 

か
な
り
早
く
に
発
行
さ
れ
た
旅
行
案
内
書
の
『中
仙
木
曽
道
中
記
』
に
、
新
加
納
村
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
上
段
 

の
画
で
は
、
新
加
納
村
は
鵜
沼
宿
と
加
納
宿
の
間
に
あ
る
も
の
の
小
牧
山
の
陰
に
な
つ
て
い
て
、
残
念
な
が
ら
村
 

の
様
子
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
下
段
の
説
明
文
に
は
、
各
務
野
の
こ
と
や
関
ヶ
原
合
戦
(

新
加
納
合
戦
)
の 

こ
と
に
続
き
、
「新
加
納
村
坪
内
惣
兵
衛
殿
領
分
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
坪
内
惣
兵
衛
と
は
、
旗
 

本
坪
内
氏
の
5
代
目
の
定
重
の
こ
と
で
す
。

こ
の
道
中
記
の
発
行
か
ら
5
年
後
に
、
江
戸
幕
府
は
東
山
•

山
陽
•

山
陰
道
な
ど
の
諸
街
道
の
呼
称
を
定
め
、 

「中
仙
道
」
は
「中
山
道
」
と
表
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
民
間
で
は
そ
の
後
も
「中
仙
道
」
と
も
書
き
、 

信
濃
国
の
木
曽
路
を
通
る
の
で
、
「木
曽
街
道
」
「岐
蘇
路
」
「岐
蛆
路
」、
ま
た
多
く
の
善
光
寺
参
拝
の
人
々
が
通
 

る
の
で
「善
光
寺
道
」
な
ど
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
天
保
14年
(
1
8
4
3
)

、
幕
府
道
中
奉
行
が
作
成
し
た
『中
山
道
宿
村
大
概
帳
』
か
ら
、 

新
加
納
村
に
関
す
る
主
だ
っ
た
こ
と
を
要
約
し
て
み
ま
し
よ
う
。

坪
内
左
京
(

天
保
14年
当
時
は
10代
目
坪
内
保
之
)
知
行
所
美
濃
国
各
務
郡
新
加
納
村
、
江
戸
へ
1
0
3
里
14町
8

 

間
、
鵜
沼
宿
へ
2
里
20町
、
加
納
宿
へ
1
里
26町
、
往
還
道
の
長
さ
は
5
町
余
あ
る
が
、
人
家
は
少
な
く
そ
の
外
は
 

並
木
で
あ
る
。
鵜
沼
宿
と
加
納
宿
の
間
の
一
里
塚
は
四
か
所
あ
り
内
一
か
所
は
新
加
納
村
内
に
あ
り
、
左
右
と
も
に

檀
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
鵜
沼
宿
か
ら
加
納
宿
ま
で
の
間
に
は
立
場
が
五
か
所
あ
り
、
そ
の
内
の
一
か
所
は
新
加
納

村
内
の
字
槓
下
に
あ
る
。

鵜
沼
宿
と
加
納
宿
と
の
間
に
は
並
木
が
作
ら
れ
、
新
加
納
村
は
村
内
2
0
9
間
が
並
木
道
と
な
つ
て
い
ま
し
た
。
並
木

に
は
松
の
木
が
植
え
ら
れ
、
『中
山
道
分
間
延
絵
図
』
や
『岐
蘇
路
安
見
絵
図
』、
瑞
眼
寺
所
蔵
の
『新
加
納
村
絵
図
』
等
々
、

松
並
木
が
続
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

中
山
道
と
新
加
納
立
場

鵜
沼
宿
と
加
納
宿
と
の
距
離
は
、
4
里
10町
(

約
17】
)
と
い
う
中
山
道
一
の
長
丁
場
で
し
た
。
そ
の
た
め
「立
場
」

と
い
う
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
鵜
沼
宿
と
加
納
宿
と
の
間
の
5
つ
の
立
場
の
う
ち
、
各
務
原
市
域
で
は
新
加
納

の
ほ
か
に
鵜
沼
宿
出
郷
地
内
字
三
ツ
池
、
西
市
場
村
桐
野
村
岩
地
村
入
会
地
内
字
六
軒
茶
屋
の
二
か
所
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
宝
暦
6
年
(
1
7
5
6
)
の
『岐
蘇
路
安
見
絵
図
』
に
も
、
新
加
納
•

六
軒
茶
屋
•

廿
間
茶
屋
の
-.か
所
の
立
場

が
描
か
れ
、
新
加
納
の
立
場
は
一
里
塚
の
隣
に
描
か
れ
て
い
て
、
“里
塚
に
植
え
ら
れ
て
い
る
木
は
道
の
両
側
に
檀
が
1

本
ず
つ
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
加
納
の
一
里
塚
に
は
槓
が
植
え
ら
れ
て
い
て
そ
の
隣
に
立
場
が
あ
つ
た
の
で
、

新
加
納
立
場
の
所
在
地
を
「新
加
納
村
地
内
字
槓
下
」
と
『中
山
道
宿
村
大
概
帳
』
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
は
、
「立
場
」
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
つ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

立
場
と
は
街
道
の
宿
場
と
宿
場
の
間
に
あ
り
、
駕
籠
や
馬
を
止
め
、
人
足
や
旅
人
が
休
息
す
る
た
め
多
く
の
茶
屋
な
ど

が
設
け
ら
れ
た
場
所
の
こ
と
で
す
。
そ
の
名
は
、
膀
示
杭
が
立
つ
と
こ
ろ
か
ら
と
も
、
人
足
な
ど
が
杖
を
立
て
て
休
息
す

る
と
こ
ろ
か
ら
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
通
例
茶
屋
が
あ
り
'

 

旅
人
に
茶
菓
を
供
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
茶
屋

の
こ
と
を
、
「立
場
茶
屋
」
と
い
い
ま
す
。
宿
場
と
宿
場
の
間
の
距
離
が
長
か
つ
た
り
、
坂
な
ど
が
多
い
道
筋
に
は
、
途

中
休
憩
す
る
場
所
が
必
要
と
な
り
、
宿
場
と
宿
場
の
ほ
ぼ
中
間
点
や
、
難
所
の
前
後
、
景
色
の
良
い
場
所
な
ど
に
、
立
場

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
従
つ
て
宿
場
と
宿
場
の
間
に
立
場
の
無
い
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
何
か
所
も
あ
る
と
こ



觀_

梅村屋利兵衛立場再開願状（坂井孝氏所蔵文書）

立
場
茶
屋
「梅
村
屋
」

新
加
納
村
は
、
鵜
沼
宿
と
加
納
宿
と
の
間
に
あ
る
「間
の
村
」
(

「間
の
宿
」) 

で
あ
り
、
そ
こ
に
「立
場
」
が
あ
り
、
「梅
村
屋
」
と
い
ぅ
「立
場
茶
屋
」
が
 

あ
り
ま
し
た
。
幕
府
が
五
街
道
の
絵
図
面
(

分
間
延
絵
図
)
を
作
成
す
る
資
料
 

と
し
て
街
道
筋
の
村
々
に
種
々
の
明
細
を
書
上
げ
さ
せ
た
『村
方
往
還
通
明
細
 

書
上
帳
』
(

享
和
元
年
(
1
8
0
1
)
 
4
月
)
の
中
に
、
「往
還
立
場
、
更
木
新
 

田
煮
売
茶
屋
渡
世
仕
候
」
と
い
ぅ
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
史
料
は
、
更
木
郷
 

八
か
村
の
村
役
人
連
名
の
書
上
帳
で
す
。
梅
村
屋
が
い
つ
頃
か
ら
立
場
茶
屋
と
 

し
て
営
業
を
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
つ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
記
述
が
新
加
納
 

の
立
場
茶
屋
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
天
保
12年
 

(
1
8
4
1
)
の
史
料
(

写
真
)
に
、
梅
村
星
の
活
動
に
つ
い
て
記
録
さ
れ
て
 

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
少
し
詳
し
く
見
て
み
ま
し
よ
う
。

ろ
も
あ
り
ま
し
た
(

鵜
沼
宿
と
加
納
宿
と
の
間
に
は
、
5
か
所
あ
り
ま
し
た
)

。
ま
た
「間
の
宿
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
村
落
に
は
、
1
、
2
軒
の
立
場
茶
屋
の
み
の
所
 

も
あ
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
通
常
宿
場
以
外
に
は
宿
泊
施
設
を
置
か
な
い
の
が
原
則
で
し
た
。

江
戸
時
代
の
半
ば
以
降
、
交
通
制
度
の
整
備
及
び
庶
民
の
生
活
向
上
に
よ
り
、
「お
伊
勢
参
り
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
旅
行
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
し
た
。
人
々
の
通
 

行
の
増
加
ば
か
り
で
な
く
、
物
資
の
流
通
も
増
加
し
ま
し
た
。
次
第
に
通
行
頻
繁
に
な
つ
た
街
道
で
は
、
正
規
の
宿
場
だ
け
で
は
泊
ま
り
き
れ
な
つ
て
き
ま
し
た
。
ま
 

た
'
.

参
勤
交
代
の
諸
大
名
も
立
場
茶
屋
で
休
憩
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
幕
末
に
な
る
と
、
立
場
に
も
宿
泊
施
設
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

立
場
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
つ
た
の
で
す
。

ま
た
『中
山
道
宿
村
大
概
帳
』
に
は
、
「鵜
沼
宿
よ
り
加
納
宿
ま
で
の
往
還
間
の
村
々
」
と
か
、
「鵜
沼
宿
并
に
間
の
村
々
」
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
ま
す
。
近
代
の
 

史
料
で
す
が
、
明
治
8
年
(
1
8
7
5
)
 
9
月
の
『各
務
郡
土
地
民
俗
上
陳
書
』
に
は
、
「新
加
納
村
ハ
中
山
道
筋
間
ノ
宿
ニ
テ
半
農
半
商
ア
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
こ
の
「間
の
村
」
と
は
、
街
道
の
宿
場
と
宿
場
の
中
間
に
あ
る
村
の
こ
と
で
す
。
そ
の
村
の
中
に
は
、
煮
売
茶
屋
(

煮
売
と
は
飯
、
養
麦
、
副
食
物
な
ど
を
煮
な
 

が
ら
売
る
こ
と
、
或
い
は
煮
た
も
の
を
う
る
こ
と
。
煮
売
茶
屋
と
は
煮
売
を
兼
業
し
た
茶
屋
の
こ
と
。)
な
ど
で
旅
人
の
休
泊
を
引
受
け
た
り
、
旅
籠
を
営
業
し
た
り
、 

近
在
の
駄
馬
を
雇
つ
て
荷
物
の
付
け
送
り
を
す
る
問
屋
な
ど
の
で
き
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
間
の
村
を
「間
の
宿
」
と
も
呼
ん
で
い
 

ま
す
。
幕
府
道
中
奉
行
所
は
正
徳
5
年
(
1
7
1
5
)
享
保
8
年
(
1
7
2
3
)
文
化
2
年
(
1
8
0
5
)
と
、
度
々
間
の
宿
で
の
宿
泊
禁
止
令
を
出
し
ま
し
た
が
、

向
に
効
果
は
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
梅
村
屋
仁
兵
衛
は
公
家
や
参
勤
交
代
の
大
名
の
通
行
の
際
に
は
立
場
を
勤
め
、
ま
た
煮
売
茶
屋
の
営
業
も
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
鵜
沼
宿
 

と
加
納
宿
と
の
間
が
中
山
道
で
も
稀
な
4
里
10町
と
い
う
長
丁
場
だ
っ
た
た
め
、
通
行
す
る
人
々
は
勿
論
、
鵜
沼
•

加
納
の
両
宿
の
人
馬
役
の
者
も
途
中
で
休
憩
し
た

り
身
支
度
を
整
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
に
助
か
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
領
主
の
坪
内
氏
は
、
梅
村
星
の
煮
売
茶
屋
の
営
業
を
禁
止
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
人
馬
役
の
者
は
も
と
よ
り
、
中
山
道
を
通
行
す
る
人
々
に
と
っ
て
も
困
っ
た
こ
と
に
な
り
、
御
用
の
荷
物
も
遅
延
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
梅
村
屋
の
営
業

再
開
を
求
め
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
願
い
は
叶
わ
ず
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
梅
村
屋
仁
兵
衛
は
商
売
替
え
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
天
保
9
年
か
ら
、

仁
兵
衛
の
別
家
利
兵
衛
と
い
う
者
が
、
煮
売
茶
屋
を
始
め
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
以
前
の
よ
う
に
中
山
道
を
通
行
す
る
人
も
人
馬
役
の
者
も
助
か
り
、
大
い
に
喜
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
天
保
12年
4
月
に
再
び
営
業
が
差
し
止
め
ら
れ
、
ま
た
ま
た
人
々
は
困
り
果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
鵜
沼
宿
.

加
納
宿

の
両
宿
の
問
屋
•

年
寄
が
申
し
合
わ
せ
て
、
梅
村
屋
利
兵
衛
方
で
煮
売
茶
屋
の
営
業
が
で
き
る
よ
う
、
領
主
の
坪
内
氏
(

坪
内
左
京
は
10代
目
の
保
之
)
に
願
い
出
た

の
で
し
た
。

こ
の
史
料
に
は
、
梅
村
屋
仁
兵
衛
と
利
兵
衛
と
い
う
二
人
の
人
物
が
で
て
き
ま
す
が
、
二
人
の
関
係
は
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、U

兵
衛
が
何
に
商
売

替
え
を
し
た
の
か
も
、
今
の
と
こ
ろ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

坪
内
氏
は
、
な
ぜ
梅
村
屋
の
煮
売
茶
屋
の
営
業
を
禁
止
し
た
の
で
し
よ
う
か
。
元
来
徳
川
幕
府
の
方
針
と
し
て
、
正
規
の
宿
場
以
外
の
所
で
は
茶
屋
の
営
業
を
厳
し

く
規
制
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
街
道
を
通
行
す
る
人
々
が
増
加
し
て
、
茶
屋
が
た
だ
茶
菓
を
供
す
る
所
か
ら
、
次
第
に
旅
籠
屋
と
同
様
の
営
業
を
し
た
り
、
盛
ん
に

客
引
き
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
幕
府
は
度
々
茶
屋
に
対
し
て
営
業
時
間
や
営
業
内
容
、
給
仕
女
の
人
数
か
ら
衣
装
ま
で
、
規
制
を
加
え
ま
し
た
。

坪
内
氏
の
梅
村
屋
の
営
業
禁
止
も
こ
れ
に
則
っ
て
い
た
も
の
な
の
で
し
よ
う
。
け
れ
ど
も
そ
う
し
た
規
制
は
、
何
の
効
果
も
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の

が
実
情
な
の
で
す
。

梅
村
屋
は
建
物
も
立
派
で
、
見
事
な
庭
園
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
公
家
や
武
家
の
通
行
の
際
や
、
参
勤
交
代
の
大
名

の
通
行
の
際
に
は
、
梅
村
屋
で
休
泊
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
旗
本
坪
内
氏
は
、
梅
村
星
を
一
種
の
「接
待
所
」

と
し
て
も
利
用
し
た
よ
う
で
す
。
幕
末
の
慶
応
4
年
(
1
8
6
8
)
 
2
月
18日
、
前
渡
坪
内
氏
の
11代
目
の
昌
壽
は
、

東
山
道
鎮
撫
総
督
軍
に
参
加
す
る
た
め
に
出
発
し
ま
す
。
そ
の
時
、
ま
ず
前
渡
村
か
ら
新
加
納
の
梅
村
屋
へ
行
き
、
そ

こ
で
地
元
の
人
々
か
ら
見
送
り
の
挨
拶
を
受
け
ま
す
。
新
加
納
を
発
っ
た
昌
壽
一
行
は
大
垣
へ
向
か
い
、
そ
こ
で
総
督

軍
と
合
流
し
、
中
山
道
を
東
に
向
か
い
ま
す
。
2
月
23日
朝
、
新
加
納
の
梅
村
屋
に
て
小
休
し
、
再
び
中
山
道
を
江
戸

へ
と
向
か
っ
て
出
発
し
ま
す
。
こ
の
時
、
梅
村
屋
は
「立
場
茶
屋
」
と
よ
ば
れ
て
い
て
、
主
人
利
兵
衛
の
名
と
共
に

「梅
利
」
と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
梅
村
屋
は
坪
内
氏
が
利
用
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
近
隣
の
村
の
村
役
人
た
ち

も
時
々
梅
村
厘
に
寄
り
合
っ
て
会
合
を
開
い
た
り
、
旗
本
坪
内
氏
や
幕
府
か
ら
の
「御
達
」
を
承
っ
た
り
す
る
場
と
し

て
い
ま
し
た
。

梅
村
屋
は
江
戸
時
代
に
は
、
公
的
に
は
「立
場
(

建
場
)
茶
屋
」
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
孝
明
天
皇
の
妹
の
和
宮
が

小
休
し
た
時
の
関
係
史
料
で
も
、
「建
場
茶
屋
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
新
加
納
村
が
間
の
宿
で



梅
村
星
は
旅
籠
で
は
な
く
、
そ
の
建
物
の
造
り
に
も
色
々
と
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
も
関
係
し
ま
す
。

一
方
梅
村
星
で
は
、
「せ
ん
き
妙
薬
」
と
い
ぅ
腹
痛
に
よ
く
効
く
薬
の
製
造
販
売
も
し
て
い
ま
し
た
。
い
つ
頃
か
ら
薬
の
製
造
販
売
を
始
め
た
の
か
不
明
で
す
が
、 

梅
村
屋
仁
兵
衛
が
煮
売
茶
屋
か
ら
商
売
替
え
を
し
た
の
は
、
「せ
ん
き
妙
薬
」
の
製
造
販
売
で
あ
る
と
の
推
測
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「せ
ん
き
妙
薬
」
の
宣
伝
、 

或
い
は
お
得
意
様
へ
の
挨
拶
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
お
盆
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
お
盆
の
作
成
時
期
は
不
明
で
す
が
、
そ
れ
に
は
「せ
ん
き
妙
薬
」
の
看
板
 

の
図
柄
と
共
に
、
「諸
国
御
定
宿
中
仙
道
新
加
納
駅
梅
村
屋
利
兵
衛
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
徳
川
幕
府
倒
壊
に
よ
る
五
街
道
以
下
の
交
通
制
度
や
通
信
制
度
の
 

改
変
、
新
た
な
交
通
通
信
手
段
の
発
達
に
伴
い
、
旧
来
の
街
道
は
交
通
量
が
減
少
し
、
立
場
や
茶
屋
は
衰
退
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
梅
村
屋
で
も
宿
泊
業
務
と
薬
の
製
造
 

販
売
業
務
と
を
併
せ
て
行
つ
て
い
ま
し
た
が
、
宿
泊
業
務
か
ら
薬
の
製
造
販
売
業
務
へ
と
、
そ
の
重
点
を
移
し
て
い
つ
た
の
で
し
よ
う
。

明
治
24年
(
1
8
9
1
)

10月
8
日
の
濃
尾
地
震
に
よ
り
、
立
派
だ
っ
た
梅
村
屋
の
建
物
も
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
建
て
直
さ
れ
て
営
業
は
再
開
さ
れ
 

ま
し
た
が
、
明
治
39年
遂
に
廃
業
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
は
善
休
寺
の
境
内
に
、
梅
村
屋
の
先
祖
の
墓
が
ひ
つ
そ
り
と
建
つ
て
い
ま
す
。

和
宮
の
通
行
と
新
加
納

中
山
道
を
通
行
し
た
人
々
の
中
で
、
宿
場
は
勿
論
の
こ
と
街
道
筋
の
村
々
に
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
の
一
つ
は
、
文
久
元
年
(
1
8
6
1
)

10月
に
 

14代
将
軍
徳
川
家
茂
に
嫁
し
た
:'孝
明
天
皇
の
妹
和
宮
の
通
行
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
朝
廷
の
伝
統
的
な
権
威
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
弱
体
化
し
た
幕
府
の
権
力
を
 

再
強
化
し
よ
う
と
す
る
、
公
武
合
体
運
動
の
象
徴
的
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
時
幕
府
の
主
席
老
中
と
し
て
公
武
合
体
を
推
進
し
、
和
宮
の
降
嫁
に
尽
力
し
た
の
が
安
藤
 

信
正
で
し
た
。
安
藤
信
正
は
磐
城
平
藩
主
で
し
た
が
、
中
山
道
筋
の
新
加
納
村
の
西
に
続
く
高
田
村
•

蔵
前
村
•

切
通
村
•

細
畑
村
.

領
下
村
も
飛
地
と
し
て
領
有
し
 

て
い
ま
し
た
。

和
宮
は
文
久
元
年
10月
20日
に
京
都
を
出
発
し
、
11月
15日
に
江
戸
に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
の
輿
入
れ
に
際
し
て
幕
府
か
ら
の
迎
え
は
勿
論
の
こ
と
'

 

輿
の
警
備
や
 

沿
道
警
備
の
た
め
に
諸
藩
の
侍
が
動
員
さ
れ
、
ま
た
道
中
警
備
に
駆
り
出
さ
れ
た
農
民
や
町
民
は
数
十
万
人
に
も
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
街
道
筋
の
村
々
で
 

は
、
何
か
月
も
前
か
ら
道
路
や
橋
な
ど
の
施
設
の
状
況
を
調
べ
、
清
掃
•

普
請
を
し
て
準
備
し
ま
し
た
。
村
々
で
は
、
そ
の
た
め
の
人
足
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
農
民
や
町
民
は
、
和
宮
の
豪
勢
な
行
列
を
見
物
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
火
の
用
心
•

通
行
の
禁
止
•

犬
繋
 

ぎ
、
果
て
は
葬
式
の
延
期
な
ど
、
種
々
の
規
制
が
出
さ
れ
、
村
々
は
大
騒
ぎ
の
様
を
呈
し
ま
し
た
。
各
務
原
市
内
に
残
る
記
録
に
は
、
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
 

書
か
れ
て
い
ま
す
。

一
火
の
用
心
薪
木
は
煙
が
出
る
の
で
、
通
行
当
日
の
前
後
二
日
ず
つ
使
っ
て
は
な
ら
な
い
。

煙
の
出
な
い
炭
を
使
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一
寺
院
の
梵
鐘
そ
の
ほ
か
鳴
り
物
は
、
二
四
日
か
ら
二
九
日
ま
で
使
っ
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、
夜
回
り
の
拍
子
木
は
よ
い
。

一
村
内
の
犬
は
二
四
日
か
ら
必
ず
繋
い
で
お
く
こ
と
。
街
道
に
出
て
く
る
犬
が
い
れ
ば
飼
い
主
に
お
咎
め
が
あ
る
、
犬
は
戻
っ
て
来
ら
れ
な
い
よ
う
に
遠
く
へ

連
れ
て
行
っ
て
し
ま
う
の
で
、
よ
く
注
意
す
る
よ
う
に
。

一
弥
宜
坊
主
や
山
伏
身
分
の
者
は
、
通
行
の
前
二
日
か
ら
後
一
日
ま
で
の
四
日
間
通
っ
て
は
な
ら
な
い
。
村
人
た
ち
も
通
行
し
て
は
な
ら
な
い
。

中
山
道
が
村
内
を
通
る
新
加
納
村
で
は
、
和
宮
一
行
の
通
行
の
た
め
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
加
納
村
の
領
主
旗
本
坪
内
氏
は
、
新
加
納
村
 

以
外
の
知
行
す
る
村
々
か
ら
、
通
行
す
る
中
山
道
や
村
内
の
小
道
ま
で
警
固
に
村
人
を
駆
出
し
ま
し
た
。
ま
た
和
宮
一
行
が
小
休
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
梅
村
屋
が
 

「小
休
所
」
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
新
加
納
村
で
は
、
通
行
の
た
め
の
伝
馬
助
郷
役
の
ほ
か
、
小
休
所
の
非
常
人
足
も
多
数
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
村
役
 

人
や
人
足
た
ち
に
は
、
「鑑
札
」
が
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
鑑
札
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
村
人
は
中
山
道
を
通
行
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

梅
村
星
で
は
、
莫
大
な
費
用
を
か
け
て
建
物
の
修
繕
普
請
を
し
ま
し
た
。
『和
宮
様
御
下
向
之
節
中
山
道
濃
州
新
加
納
村
御
小
休
所
御
普
請
出
来
形
帳
』
を
見
る
 

と
、
梅
村
屋
は
都
合
2
1
7
両
13文
5
分
か
け
て
、
屋
敷
の
隅
々
ま
で
修
繕
普
請
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
文
書
に
は
、
和
宮
が
休
息
す
る
奥
の
座
敷
の
畳
.

襖
•

床
の
 

間
•

天
井
の
張
替
え
や
諸
道
具
の
新
調
は
勿
論
の
こ
と
、
門
扉
の
修
理
、
井
戸
や
屋
根
の
修
繕
、
幕
串
の
新
調
や
そ
れ
ぞ
れ
に
掛
か
る
人
足
の
手
当
な
ど
ま
で
書
か
れ
 

て
い
ま
す
。
隅
々
ま
で
、
細
か
な
も
の
ま
で
、
作
り
直
さ
な
か
っ
た
も
の
は
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
ほ
ど
の
、
修
繕
普
請
を
し
ま
し
た
。
こ
の
文
書
は
、
実
は

和
宮
の
通
行
の
3
年
後
の
文
久
4
年
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、 

立
場
茶
屋
利
兵
衛
の
ほ
か
新
加
納
村
の
村
役
人
、
及
び
旗
本
坪
 

内
氏
の
知
行
所
の
村
々
の
庄
屋
の
連
名
で
、
笠
松
代
官
所
に
提
 

出
し
た
も
の
で
す
。
通
行
か
ら
3
年
経
っ
て
、
や
っ
と
費
用
の
 

精
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
よ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
大
変
な
準
備
を
し
て
、
村
で
は
和
宮
一
行
を
迎
 

え
ま
し
た
。
10月
26日
に
加
納
宿
に
宿
泊
し
た
一
行
は
、
翌
27 

日
の
朝
出
発
し
、
四
ツ
半
時
(

10時
か
ら
10時
30分
頃
)
に
梅
 

村
屋
に
て
小
休
し
、
鵜
沼
宿
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
鵜
沼
宿
で
 

昼
食
を
と
り
、
こ
の
日
は
次
の
太
田
宿
に
お
泊
り
と
な
り
ま
し
 

た
。和

宮
の
通
行
如
ら
3
年
後
の
元
治
元
年
(
1
8
6
4
)
、
水
 

戸
藩
の
尊
王
攘
夷
派
の
武
士
で
あ
る
天
狗
党
が
、
中
山
道
を
江
 

戸
か
ら
京
都
に
向
か
っ
て
通
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
4
年
後
の
 

慶
応
4
年
(
1
8
6
8
)
、
前
渡
坪
内
氏
の
昌
壽
一
行
も
含
む
 

東
山
道
鎮
撫
総
督
軍
が
、
今
度
は
中
山
道
を
東
に
江
戸
へ
と
向
 

か
っ
て
通
り
ま
す
。
当
市
域
の
中
山
道
に
も
、
こ
う
し
て
急
速
 

に
新
し
い
時
代
に
向
か
う
足
音
が
響
い
て
く
る
の
で
し
た
。



明
治
維
新
後
の
新
加
納

•
•
•

明
治
維
新
後
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
新
加
納
村
は
美
濃
国
各
務
郡
新
加
納
村
か
ら
、
笠
松
県
各
務
郡
新
加
納
村
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
4
年
(
1
8
7
1
)
笠
松
県
 

か
ら
岐
阜
県
に
な
り
、
明
治
22年
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
長
塚
村
ほ
か
6
か
村
及
び
更
木
新
田
•

影
野
新
田
と
合
併
し
、
岐
阜
県
各
務
郡
那
加
村
大
字
新
加
納
と
な
り
 

ま
し
た
。
そ
の
後
明
治
30年
の
郡
制
施
行
に
伴
い
、
稲
葉
郡
那
加
村
大
字
新
加
納
、
昭
和
15年
(
1
9
4
0
)
に
は
那
加
村
か
ら
那
加
町
へ
と
町
制
が
布
か
れ
、
各
務
 

郡
那
加
町
大
字
新
加
納
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
38年
の
4
町
合
併
で
各
務
原
市
が
成
立
し
そ
の
一
部
と
な
り
、
現
在
に
至
つ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
務
原
市
域
 

の
中
央
部
に
広
が
つ
て
い
た
各
務
野
の
西
半
分
は
、
か
つ
て
は
織
田
信
長
が
郷
社
手
力
雄
神
社
に
寄
進
し
た
「更
木
郷
八
か
村
入
会
地
」
と
い
わ
れ
る
地
域
で
し
た
。 

こ
の
広
大
な
入
会
地
の
存
在
が
、
近
代
の
各
務
原
の
発
展
の
方
向
を
決
め
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
近
代
の
新
加
納
の
歴
史
を
、
「交
通
」
と
「飛
行
場
」 

を
中
心
に
し
て
探
つ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。
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中
山
道
か
ら
国
道
へ

秦
沒
ん

更
警
斛
3

徳
川
幕
府
の
倒
壊
•

新
政
府
の
成
立
に
伴
い
、
交
通
•

通
信
制
度
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
既
に
明
治
 

元
年
10月
に
は
、
新
政
府
は
宿
駅
や
助
郷
の
改
革
を
命
じ
て
い
ま
し
た
。
明
治
2
年
3
月
に
諸
道
の
関
門
の
 

廃
止
が
布
告
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
明
治
5
年
に
宿
駅
制
度
•

助
郷
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
江
 

戸
時
代
に
は
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
で
し
か
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
大
八
車
の
通
行
が
認
め
ら
れ
、
人
力
車
•

馬
 

車
な
ど
の
通
行
も
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
10年
代
に
は
道
路
の
改
修
や
河
川
へ
の
架
橋
が
進
み
、
馬
車
に
 

よ
る
物
資
の
輸
送
は
か
な
り
進
み
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
街
道
の
通
常
の
清
掃
•

補
修
は
沿
道
の
宿
場
.

村
落
が
割
当
て
を
決
め
て
負
担
し
、
ま
た
並
 

木
が
風
折
や
枯
損
し
た
場
合
の
補
修
も
、
沿
道
の
村
々
が
行
つ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
街
道
を
行
く
旅
人
に
 

と
つ
て
は
里
程
の
目
安
と
な
り
、
強
い
日
差
し
の
時
に
は
木
陰
も
提
供
し
た
一
里
塚
は
放
置
さ
れ
、
18世
紀
 

後
半
か
ら
次
第
に
荒
廃
し
て
き
ま
し
た
。
明
治
9
年
10月
に
は
、
.

里
塚
の
払
い
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

新
加
納
村
内
に
植
え
ら
れ
て
い
た
松
並
木
は
、
近
代
に
な
つ
て
か
ら
も
残
つ
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
無
く
 

な
つ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
昭
和
34年
(
1
9
5
9
)
 
9
月
の
伊
勢
湾
台
風
で
残
つ
て
い
た
松
も
殆
ど
が
倒
れ
て
 

無
く
な
り
、
現
在
は
一
本
も
残
つ
て
い
ま
せ
ん
。

中
山
道
鵜
沼
宿
の
本
陣
を
勤
め
た
桜
井
家
の
所
蔵
史
料
の
中
に
、
明
治
7
年
(
1
8
7
4
)

12月
に
、

「文
明
講
」
と
い
う
講
が
結
成
さ
れ
た
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。
「文
明
講
」
と
い
う
、
い
か
に
も
明
 

治
期
ら
し
い
名
が
付
い
て
い
ま
す
。
「講
」
と
い
う
と
、
伊
勢
講
や
秋
葉
講
な
ど
寺
社
へ
参
詣
す
る
人
々

の
講
が
想
起
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
文
明
講
は
旅
す
る
人
々
を
泊
め
る
旅
籠
屋
の
講=

同
業
者
の
団
体
で 

g
 

す
。
そ
し
て
宿
泊
客
に
対
し
て
失
礼
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
万
一
不
行
届
き
な
こ
と
が
あ
れ
ば
講
か 
_—

,

 i
 

ら
除
名
す
る
、
或
は
文
明
講
発
行
の
道
中
記
を
持
っ
て
い
る
客
に
は
文
明
講
加
入
の
宿
以
外
に
は
案
内

し
な
い
な
ど
取
極
め
を
作
り
、
宿
泊
客
の
獲
得
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
文
明
講
に
は
、 
«

大
阪
か
ら
信
州
の
善
光
寺
に
至
;ま̂
で
の
中
山
道
沿
い
の
旅
籠
屋
が
加
入
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

R1

一̂
一⑽

講
元
は
大
阪
の
桃
把
篤
四
&
と
守6

衝
治
郎
と
石
田
精
六
で
し
た
。
こ
の
石
田
精
六
な
る
人
物
が
ど
こ

の
人
物
な
の
か
は
不
明
で
す
が
、
恐
ら
く
美
濃
に
影
響
力
を
持
っ
た
人
物
で
、
大
阪
の
講
元
と
美
濃
を

結
ぶ
、
パ
イ
プ
役
も
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
近
江
や
信
濃
に
も
、
同
様
の
人

物
が
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
鵜
沼
宿
の
本
陣
で
あ
っ
た
桜
井
吉
兵
衛
と
近
江
の
中
山
道
高
宮
駅

(

宿
)
の
和
田
庄
司
が
、
組
合
御
取
締
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
締
も
-IIご
と
に
い
 

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
美
濃
国
内
の
加
入
者
を
中
山
道
を
西
方
か
ら
順
に
見
る
と
、
垂
井
駅
亀
屋
、

51

艇
駅
藤
屋
.

松
屋
、
！^
寺
宿
海
老
屋
、‘
加
納
町
可
児
屋
、
新
加
納
梅
村
屋
、
伏
見
駅
松
屋
、
御
嵩

駅
新
葉
屋
、
允
瞬
駅
角
田
屋
•

米
屋
、188

i

加
納
屋
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。
明
治
5
年
に
宿
駅
制
度
が
廃
止
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
江
戸
時
代
の
宿
場
で
あ
っ
た
所
は
 

宿
と
も
駅
と
も
書
い
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
新
加
納
は
加
納
宿
と
鵜
沼
宿
と
の
間
に
あ
る
立
場
、
深
萱
は
大
漱
宿
と
大
井
宿
と
の
間
に
あ
る
立
場
で
し
た
。
江
戸
時
代
 

に
は
深
萱
立
場
の
加
納
屋
も
新
加
納
の
梅
村
屋
と
同
様
に
「立
場
茶
屋
」
と
い
わ
れ
た
も
の
が
、
明
治
時
代
に
な
り
か
つ
て
の
宿
場
の
旅
籠
と
同
格
の
宿
泊
施
設
と
し
 

て
、
講
に
加
入
し
営
業
を
し
て
い
た
の
で
す
。

明
治
初
年
の
新
加
納
村
の
様
子
を
、
瑞
眼
寺
所
蔵
の
村
絵
図
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
か
ら
30年
ほ
ど
前
に
調
査
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

こ
れ
を
見
る
と
、
ド
ッ
ト
で
打
た
れ
た
民
家
の
ほ
か
に
、
幾
つ
か
の
屋
号
を
持
っ
た
家
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
明
治
初
年
に
営
業
し
て
い
た
旅
館
(

旅

籠
)
で
す
。
民
家
の
ド
ッ
ト
は
、
地
元
の
古
老
が
一
つ
一
つ
書
き
込
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
う
 

こ
と
で
す
。
旅
籠
の
う
ち
®
の
梅
村
屋
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
か
ら
立
場
茶
屋
 

と
し
て
営
業
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
五
軒
の
旅
籠
は
史
料
上
に
 

は
現
れ
て
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
旅
籠
は
、
明
治
時
代
に
な
つ
て
か
ら
旅
籠
を
始
め
た
と
も
 

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
江
戸
時
代
に
中
山
道
を
行
き
交
う
人
々
が
多
く
な
り
、
正
規
 

の
宿
場
だ
け
で
は
泊
ま
り
き
れ
な
く
な
つ
た
い
と
い
う
状
況
や
、
度
重
な
る
幕
府
の
規
制
が
 

一
向
に
効
果
を
上
げ
得
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
か
の
形
で
旅
人
に
休
泊
す
る
場
を

こ
れ
を
見
る
と
、
ド
ッ
ト
で
打
た
れ
た
民
家
の
ほ
か
に
幾
つ

K..
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提
供
し
て
い
た
所
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
た
だ
、
そ
れ
が
表
に
現
わ
れ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
 

せ
ん
。
明
治
時
代
に
な
り
交
通
制
度
や
宿
駅
制
度
の
変
化
と
共
に
、
屋
号
を
持
っ
た
旅
籠
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

明
治
政
府
は
明
治
9
年
(
1
8
7
6
)
の
太
政
官
の
達
に
よ
り
、
国
内
の
道
路
を
国
道
•

県
道
•

里
道
の
3
種
に
区
分
し
、
さ
ら
に
国
道
を
3
等
級
に
区
分
し
ま
し
 

た
。
そ
し
て
そ
の
等
級
ご
と
に
、
道
幅
の
基
準
を
定
め
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
実
情
に
合
わ
ず
、
明
治
18年
に
等
級
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
年
に
内
務
省
が
定
 

め
た
「国
道
表
」
に
は
、
国
道
が
全
部
で
40路
線
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
7
号
と
し
て
、
東
京
か
ら
神
戸
港
ま
で
の
路
線
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
路
線
の
中
に
、
旧
中
 

山
道
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
新
加
納
は
中
山
道
が
通
る
村
か
ら
、
国
道
が
通
る
地
区
に
変
わ
り
ま
し
た
。

明
治
政
府
は
新
た
な
役
所
を
設
立
し
、
そ
の
支
所
や
出
張
所
を
設
置
し
ま
し
た
。
新
加
納
で
も
、
役
所
を
誘
致
し
よ
う
と
運
動
を
し
ま
し
た
。
明
治
29年
8
月
、
那
 

加
村
大
字
新
加
納
-C0総
代
9
名
は
、
連
名
で
岐
阜
地
方
裁
判
所
那
加
出
張
所
誘
致
の
請
願
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
一
節
に
「各
務
郡
那
加
村
大
字
新
加
納
タ
ル
ヤ
 

国
道
二
沿
ヒ
人
家
羅
列
シ
運
輸
交
通
上
極
メ
テ
便
利
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
郡
中
各
人
民
輻
輳
ス
ル
ニ
尤
モ
便
宜
ナ
ル
ヲ
以
テ
」
と
あ
り
ま
す
。
新
加
納
は
国
道
に
沿
っ
た
 

村
で
人
家
も
多
く
、
運
輸
交
通
上
と
て
も
便
利
で
そ
の
上
各
務
郡
の
住
民
が
寄
合
う
の
に
は
最
も
便
利
な
地
区
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
開
発
の
進
ん
 

で
い
な
か
っ
た
各
務
野
が
広
が
っ
て
い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
江
戸
時
代
の
新
加
納
立
場
の
歴
史
を
鑑
み
、
地
区
 

内
を
国
道
が
通
り
交
通
の
便
が
よ
い
と
い
う
新
加
納
の
「地
の
利
」
を
訴
え
た
の
で
し
た
。
こ
の
請
願
が
実
っ
 

た
の
で
し
よ
う
、
岐
阜
地
方
裁
判
所
那
加
出
張
所
が
新
加
納
に
開
庁
し
ま
し
た
。
明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
営
 

業
を
始
め
た
と
い
わ
れ
る
旅
籠
は
、
国
道
を
通
る
旅
す
る
人
々
や
物
資
を
輸
送
す
る
人
々
の
新
加
納
で
の
宿
泊
 

を
大
い
に
期
待
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

現
在
各
務
原
市
内
を
通
る
国
道
21号
は
、
ほ
ぼ
こ
の
国
道
7
号
の
ル
ー
ト
(

旧
中
山
道
の
ル
ー
ト
)
を
踏
襲
 

§
し
て
い
ま
す
。
国
道
21号
は
昭
和
4
年
(
1
9
2
9
)
に
岐
f
大
垣
間
が
着
工
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
に
 

道
岐
阜
—
鶴
沼
間
が
整
備
さ
れ
、
昭
和
30年
代
に
大
部
分
が
完
成
し
ま
し
た
。
昭
和
27年
12月
に
新
道
路
法
に
基
 

⑽
く
路
線
指
定
で
一
級
国
道
21号
、
昭
和
40年
級
別
廃
止
に
よ
り
一
般
国
道
21号
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
新
加
 

©
納
地
区
の
南
を
東
方
か
ら
西
方
へ
、
各
務
原
台
地
を
下
る
よ
う
に
通
っ
て
い
ま
す
。
明
治
18年
に
国
道
7
号
と
 

ii(
指
定
さ
れ
た
当
時
、
旧
中
山
道
は
新
加
納
地
内
の
高
札
場
付
近
で
大
き
く
ほ
ぼ
直
角
に
曲
が
る
道
で
し
た
。
現
 

|

在
は
、
新
加
納
の
一
里
塚
跡
付
近
か
ら
幅
広
の
ほ
ぼ
真
直
ぐ
な
道
路
が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
路
は
、
昭
和
 

旧

18〜
19年
頃
に
軍
事
物
資
を
輸
送
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
自
動
車
も
多
く
は
こ
ち
ら
の
道
を
通
っ
て
 

い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
53年
に
国
道
21号
那
加
バ
イ
パ
ス
の
建
設
が
始
ま
り
、
昭
和
58年
に
三
柿
野
—
小
佐
野
 

間
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
那
加
地
区
の
商
店
街
で
の
自
動
車
の
渋
滞
•

混
雑
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
国
道
が
各
務
原
台
地
の
南
方
下
を
通
る
こ
と
に
な
り
、
新
加
納
地
区
は
静
か
な
街
区
と
し
て
、
歴
史
の
流
 

れ
を
感
じ
さ
せ
る
地
域
に
な
り
ま
し
た
。

等
鉄
道
建
設
と
新
加
納

明
治
5
年
(
1
8
7
2
)
宿
駅
制
度
.

助
郷
制
度
が
廃
止
と
な
り
、
人
々
の
通
行
や
物
資
の
輸
送
に
変
化
が
起
こ
り
始
め
た
こ
の
年
、
新
橋
—
横
浜
間
に
鉄
道
が
開
 

通
し
ま
し
た
。
そ
し
て
旅
客
運
輸
が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
貨
物
輸
送
も
始
ま
り
ま
し
た
。
明
治
政
府
は
東
京
—
京
都
間
を
結
ぶ
鉄
道
と
し
て
は
、
東
海
道
ル
ー
ト
と
中
 

山
道
ル
ー
ト
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
で
一
部
を
除
い
て
土
地
が
比
較
的
平
坦
で
工
事
の
早
期
完
成
が
可
能
な
、
東
海
道
ル
ー
ト
を
採
用
し
ま
し
た
。
明
治
 

22年
7
月
東
海
道
本
線
新
橋
—
神
戸
間
が
全
通
し
ま
し
た
。
一
方
中
山
道
ル
ー
ト
に
は
、
高
山
本
線
•

太
多
線
.

中
央
本
線
等
が
敷
設
さ
れ
ま
し
た
。

中
山
道
と
鉄
道
路
線
の
関
係
を
岐
阜
県
内
で
見
る
と
、
岐
阜
市
(

中
山
道
加
納
宿
)
以
西
の
ル
ー
ト
に
は
東
海
 

道
本
線
が
、
岐
阜
市
以
東
の
ル
I
卜
に
は
高
山
本
線
等
前
記
3
路
線
が
相
当
し
て
い
ま
す
。
各
務
原
地
域
で
は
、 

高
山
本
線
が
大
正
8
年
(
1
9
1
9
)
 
5
月
に
着
工
、
大
正
9
年
10月
に
岐
阜
—
各
務
ヶ
原
間
が
竣
工
、
大
正
10 

年
11月
に
各
務
ヶ
原
—
美
濃
太
田
間
が
竣
工
し
ま
し
た
。
各
務
原
市
域
に
は
、
那
加
•

各
務
ヶ
原
•

鵜
沼
の
三
駅
 

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
務
原
鉄
道
(

の
ち
の
名
古
屋
鉄
道
各
務
原
線
)
似
、
大
正
15年
1
月
に
安
良
田
—
 

各
務
野
(

の
ち
新
那
加
と
駅
名
改
称
)
間
が
開
通
、
同
年
8
月
に
各
務
野
—
二
聯
隊
前
(

の
ち
名
電
各
務
原
と
駅
 

名
改
称
)
間
が
、
昭
和
2
年
(
1
9
2
7
)
 
9
月
に
二
聯
隊
前
—
東
鵜
沼
間
が
開
通
し
ま
し
た
。
開
業
当
時
の
駅
 

名
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
各
務
原
鉄
道
は
各
務
原
市
域
に
設
置
さ
れ
た
軍
事
施
設
を
通
る
軍
事
路
線
と
し
て
発
 

達
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

か
つ
て
の
各
務
野
の
西
半
分
に
は
「更
木
郷
八
か
村
入
会
地
」
と
呼
ば
れ
る
広
大
な
野
が
広
が
つ
て
い
ま
し
た
 

(

明
治
39年
那
加
村
に
登
記
し
て
「新
加
納
外
六
ケ
所
入
会
地
」
と
改
称
)

。
高
山
本
線
や
各
務
原
鉄
道
の
用
地
は
、 

こ
の
入
会
地
の
利
用
と
大
き
く
結
び
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
正
8
年
に
入
会
地
の
一
部
が
高
山
本
線
敷
設
用
 

地
と
し
て
、
鉄
道
院
に
売
却
さ
れ
ま
し
た
。
入
会
地
は
そ
の
後
も
、
鉄
道
•

道
路
•

学
校
•

演
習
場
用
地
と
し
て
、 

40回
近
く
、
部
分
売
却
•

貸
与
を
重
ね
ま
し
た
。

鉄
道
が
開
通
し
駅
が
建
設
さ
れ
る
と
、
人
々
の
流
れ
や
地
域
の
様
相
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
高
山
本
線
開
通
 

当
初
の
那
加
駅
周
辺
は
、
駅
舎
以
外
の
建
物
は
殆
ど
無
く
、
ま
る
で
野
原
の
中
の
駅
の
よ
う
で
寂
し
い
所
で
し
た
。 

そ
れ
が
大
正
12年
に
岐
阜
高
等
農
林
学
校
が
開
校
す
る
と
、
中
山
道
沿
い
に
学
生
の
下
宿
屋
や
教
員
の
住
宅
な
ど
 

が
建
ち
始
め
、
次
第
に
町
ら
し
く
な
つ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
那
加
駅
と
岐
阜
高
等
農
林
学
校
と
の
中
間
地
帯
に
、
市
 

街
地
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
市
街
地
は
「那
加
駅
前
」
と
通
称
さ
れ
、
そ
の
後
高
山
本
線
那
加
駅
前
と
各
務
 

原
鉄
道
新
那
加
駅
前
を
中
心
に
市
街
地
が
発
展
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
鉄
道
の
開
通
と
駅
の
建
設
は
、
旅
す
る
人
々
 

を
泊
め
る
旅
館
も
駅
周
辺
に
開
業
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
「た
だ
青
草
の
み
生
ず
」
る
野
で
あ
つ



た
各
務
野
の
一
角
が
、
鉄
道
が
開
通
し
駅
が
開
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
」父
通
の
便
利
な
市
街
地
•

繁
華
街
•

中
心
街
へ
と
変
化
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
国
道
 

に
沿
っ
て
人
家
が
並
び
交
通
の
便
が
良
か
っ
た
新
加
納
地
域
は
、
静
か
な
住
宅
地
と
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

「飛
行
場
」
の
建
設
と
新
加
納

明
治
9
年
(
1
8
7
6
)

11月
23日
陸
軍
の
中
佐
•

大
尉
と
県
の
役
人
が
、
大
砲
演
習
場
用
地
新
設
の
た
め
の
実
地
検
分
に
や
つ
て
き
ま
し
た
。
前
日
に
岐
阜
県
庁
 

か
ら
新
加
納
.

前
洞
村
ほ
か
7
か
村
の
正
•

副
戸
長
に
、
役
人
が
山
林
原
野
の
調
査
に
来
る
の
で
新
加
納
村
ま
で
出
頭
す
る
よ
う
に
と
い
う
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
 

し
て
同
年
入
会
地
の
一
部
を
、
大
砲
演
習
場
と
し
て
売
却
し
ま
し
た
。
そ
の
後
明
治
12年
.

22年
と
、
陸
軍
に
よ
る
用
地
買
収
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
明
治
22年
の
用
地
 

買
収
で
は
、
更
木
郷
八
か
村
入
会
地
80町
歩
を
含
む
1
5
0
町
歩
が
大
砲
演
習
場
用
地
と
し
て
売
却
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
ま
で
に
、
「各
務
ヶ
原
諸
兵
演
習
場
用
地
」
と
し
て
3
7
8
町
歩
余
の
土
地
が
陸
軍
に
買
収
さ
れ
、
旧
中
 

山
道
の
南
側
の
土
地
の
全
て
が
演
習
場
と
な
り
、
全
て
の
入
会
地
は
消
滅
し
ま
し
た
。
入
会
地
を
売
却
す
る
と
い
 

う
こ
と
は
、
自
分
達
の
先
祖
が
連
綿
と
使
用
し
て
き
た
土
地
も
権
利
を
失
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
当
時
の
村
人
 

た
ち
は
、
江
戸
時
代
の
秣
場
と
同
じ
く
自
分
達
の
田
畑
の
肥
料
と
す
べ
く
大
砲
演
習
場
(

旧
入
会
地
)
の
下
草
刈
 

り
'

 

落
葉
拾
い
の
権
利
と
保
障
を
陸
軍
に
対
し
て
求
め
て
い
ま
す
。

大
正
7
年
(
1
9
1
8
)
に
鵜
沼
村
に
陸
軍
航
空
隊
第
二
大
隊
が
置
か
れ
、
大
正
9
年
に
は
那
加
村
字
影
野
新
 

田
に
埼
玉
県
所
沢
か
ら
陸
軍
航
空
第
一
大
隊
が
移
転
し
て
き
ま
し
た
。
折
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
戦
 

勝
国
フ
ラ
ン
ス
は
同
盟
国
日
本
に
余
剰
の
飛
行
機
の
売
込
み
を
図
り
、
空
軍
の
増
強
と
飛
行
技
術
の
向
上
を
図
る
 

日
本
側
と
の
利
害
が
一
致
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
将
校
団
が
各
務
原
飛
行
場
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
将
校
 

団
は
大
正
8
年
2
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
来
岐
し
、
ル
•

フ
ァ
ー
ブ
ル
少
佐
ほ
か
11名
が
陸
軍
兵
士
に
飛
行
機
に
 

よ
る
戦
闘
•

操
縦
•

偵
察
な
ど
を
教
授
し
ま
し
た
。

飛
行
場
が
で
き
た
頃
の
各
務
原
は
、
未
だ
高
山
本
線
も
各
務
原
鉄
道
も
開
通
す
る
前
で
、
広
く
舗
装
さ
れ
た
道
 

路
も
無
く
、
木
曾
川
対
岸
の
愛
知
県
方
面
へ
行
く
に
は
渡
し
舟
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
電
気
 

も
未
だ
引
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
が
、
飛
行
場
の
設
置
と
フ
ラ
ン
ス
人
将
校
団
の
来
日
に
よ
り
、
急
 

遽
電
気
が
引
か
れ
鉄
道
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
飛
行
場
建
設
と
鉄
道
開
通
の
時
期
と
相
前
後
し
て
、
新
加
納
 

地
域
に
も
新
た
に
事
業
を
始
め
る
人
も
現
わ
れ
ま
し
た
。
大
正
9
年
に
創
業
し
た
日
乃
出
屋
醸
造
(

現
林
本
店
)

は
、
航
空
隊
の
発
展
と
事
業
の
発
展
を
掛
け
て
「征
空
」
と
い
う
銘
の
酒
を
造
り
ま
し
た
。
電
気
と
い
う
新
た
な
 

動
カ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
導
入
さ
れ
鉄
道
や
事
業
が
起
き
た
反
面
、
航
空
機
の
飛
行
の
障
害
と
な
る
と
い
う
理
由
で
、

大
正
12年
(
1
9
2
3
)
 
3
月
に
中
山
道
の
松
並
木
の
伐
採
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
六
軒
の
西
端
か
ら
西
へ
向
か
っ
て
10町
余
の
内
、
老
松
3
0
0
余
本
が
伐
採
•

払
い
下
げ
に
 

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
以
後
全
て
の
松
が
一
度
に
伐
採
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
江
戸
時
代
の
幹
線
 

道
路
中
山
道
の
面
影
を
残
す
も
の
が
、
少
し
ず
つ
無
く
な
つ
て
い
き
ま
し
た
。

各
務
原
に
派
遣
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
将
校
団
は
、
宿
舎
と
し
て
岐
阜
市
の
新
築
間
も
な
い
徹
明
小
学
校
の
 

校
舎
が
充
て
ら
れ
ま
し
た
。
将
校
団
は
宿
舎
か
ら
自
動
車
で
旧
中
山
道
を
通
っ
て
各
務
原
に
通
つ
た
よ
う
で
 

す
。
当
時
の
各
務
原
は
、
那
加
駅
付
近
に
市
街

地
も
無
く
、
随
分
寂
し
い
所
で
し
た
。
で
す
か
 

ら
将
校
た
ち
も
仕
事
で
遅
く
な
り
、
岐
阜
ま
で
 

帰
れ
な
く
な
つ
た
り
、
天
候
の
悪
く
な
つ
た
と
 

き
な
ど
は
、
途
中
の
新
加
納
で
休
泊
す
る
こ
と
 

も
あ
つ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
、
新
 

加
納
の
今
尾
家
に
も
お
世
話
に
な
つ
た
こ
と
が
 

あ
る
よ
う
で
、
今
尾
家
の
人
々
と
フ
ラ
ン
ス
人
 

将
校
が
一
緒
に
写
つ
て
い
る
写
真
が
残
つ
て
い
 

ま
す
。
今
尾
家
は
旗
本
坪
内
氏
の
御
典
医
を
代
々
 

勤
め
た
家
柄
で
す
。
今
尾
家
の
住
宅
は
明
治
30 

年
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
今
も
お
住
ま
い
 

に
な
り
、
風
格
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
で
す
。

今
尾
家
か
ら
善
休
寺
•

少
林
寺
に
か
け
て
の
 

界
隈
が
、
新
加
納
で
は
昔
の
面
影
を
最
も
よ
く
残
し
て
い
る
所
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

明
治
維
新
か
ら
1
4
0
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
、
新
加
納
地
域
は
江
戸
時
代
と
は
随
分
変
わ
つ
て
い
 

ま
す
。
田
畑
は
殆
ど
無
く
な
り
、
住
宅
地
と
な
り
ま
し
た
。
旗
本
坪
内
氏
の
新
加
納
陣
屋
は
今
は
竹
や
ぶ
 

に
な
つ
て
い
ま
す
。
鉄
道
や
新
し
い
道
路
が
建
設
さ
れ
、
中
山
道
の
松
並
木
は
無
く
な
つ
て
い
ま
す
。
住
 

民
も
替
わ
り
、
住
宅
は
近
代
的
な
建
物
に
な
つ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
『中
山
道
分
 

間
延
絵
図
』
や
瑞
眼
寺
所
蔵
の
『新
加
納
村
絵
図
』
に
描
か
れ
て
い
る
「村
道
」
や
「野
道
」
は
、
現
在
 

で
も
殆
ど
変
わ
ら
ず
残
つ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。
住
宅
が
旧
中
山
道
に
沿
つ
て
建
ち
並
ぶ
様
や
、
少
林
 

寺
を
は
じ
め
と
す
る
寺
院
の
佇
ま
い
は
、
私
た
ち
に
新
加
納
の
長
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。



新加納歴史案内図 暑 #1

A龍慶山少林寺 
B遇光山善休寺 
C泰瑞山法光寺 
D東光寺 
E玉鳳山瑞眼寺 
F 山王（日吉神社）
G旗本坪内氏新加納陣屋

立場茶屋 
秋葉神社 
高札場

中山道

中山道

『新加納村絵図』 （瑞眼寺所蔵）より作成
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編
集
後
記

こ
こ
に
各
務
原
市
資
料
調
査
報
告
書
第
33号
と
し
て
、
『歴
史
を
た
ず
ね
て
中
山
道
と
新
加
納
』
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
報
告
書
を
作
成
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
で
き
る
限
り
史
料
に
基
づ
い
て
記
述
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
加
納
地
域
の
歴
史
 

を
物
語
る
史
料
は
大
変
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
一
方
、
「新
加
納
立
場
」
或
は
「間
の
宿
新
加
納
」
に
つ
い
て
、
地
元
の
古
老
か
ら
の
聞
 

き
取
り
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
図
も
幾
つ
か
存
在
し
ま
す
が
、
い
つ
、
誰
が
、
い
つ
頃
の
こ
と
を
聞
き
取
り
記
録
し
た
も
の
か
わ
 

か
つ
て
い
る
も
の
は
、
殆
ど
な
い
と
い
う
現
状
で
も
あ
り
ま
す
。
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
は
大
切
な
仕
事
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
図
と
江
 

戸
時
代
の
絵
図
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
避
け
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
、
こ
れ
ら
の
図
を
掲
載
す
る
こ
と
は
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
 

た
立
場
茶
屋
梅
村
屋
の
所
在
位
置
が
、
中
山
道
の
北
側
な
の
か
南
側
な
の
か
、
中
山
道
を
描
い
た
絵
図
や
梅
村
屋
の
図
面
に
よ
り
所
在
位
置
 

が
異
な
る
と
い
う
見
解
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
本
書
で
は
、
そ
の
位
置
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
本
来
の
趣
旨
で
は
な
い
と
考
え
、
そ
の
件
 

に
関
し
て
は
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
に
そ
の
趣
旨
を
理
解
し
て
貴
重
な
資
料
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
写
 

真
撮
影
も
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
お
一
人
ず
つ
お
名
前
を
挙
げ
て
感
謝
す
べ
き
で
す
が
、
略
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
資
料
調
査
等
も
含
め
ま
だ
不
十
分
な
点
は
あ
り
ま
す
が
、
本
書
か
ら
今
ま
で
語
ら
れ
て
き
た
新
加
納
の
歴
史
像
に
加
え
、
新
た
な
 

歴
史
像
を
描
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
二
十
二
年
三
月





秀，'パ


